
令和７年度 言語文化 Ⅰ課程Ａ 年間指導計画 

配当時数 生徒について 担当者 

７０ ２年  

年
間
目
標 

(知及技) 生涯にわたる社会生活に必要な国語の知識や技能を身に付けるとともに、我が国の言語

や文化に対する理解を深めることができるようにする。 

(思判表力) 論理的に考える力や深く共感したり豊かに想像したりする力を伸ばし、他者との関わ

りの中で伝え合う力を高め、自分の思いや考えを広げたり深めたりすることができるようにする。 

(学・人) 言葉がもつ価値への認識を深めるとともに、生涯にわたって読書に親しみ自己を向上さ

せ、我が国の言語文化の担い手としての自覚をもち、言葉を通して他者や社会に関わろうとする態

度を養う。 

学期 時数 題材名 

１
学
期 

２４ 

（現代文・随筆）さくらさくらさくら 

（現代文・随筆）美しいということ 

（古文入門）古文に親しむ 

（古文入門）児のそら寝『宇治拾遺物語』 

（古文入門）絵仏師良秀『宇治拾遺物語』 

（漢文入門）訓読の基本 

（漢文入門）故事成語－三編 

（現代文・小説）とんかつ 

２
学
期 

２８ 

（古文・随筆）徒然草 

（古文・随筆）枕草子 

（現代文・詩歌）柳あをめる 

（現代文・詩歌）雪のふかさを 

（古文・詩歌）折々のうた 

（漢文・漢詩）背句と律詩－七首 

（現代文・小説）羅生門 

（古文・物語）伊勢物語 

（古文・物語）平家物語 

（漢文・論語）論語－八章 

３
学
期 

１８ 

（現代文・小説）夢十夜 

（現代文・小説）デューク 

（古文・紀行）奥の細道 

（漢文・史話）史話－三編 



令和７年度 歴史総合 Ⅰ課程Ａ  年間指導計画 

配当時数 生徒について 担当者 

７０ ２年  

年

間

目

標 

(知及技)近現代の歴史の変化に関わる諸事象について、世界と日本の相互的な視野から捉え、現代的な諸課題の形成に関

わる歴史を理解する。 

(思判表力)近現代の歴史の意義や特色などを現在のつながりなどに着目して考察したり、課題解決を視野に構想したりす

る力や、考察・構想したことを効果的に説明したり、それらを基に議論したりする力を養う。 

(学・人)近現代の歴史の変化に関わる諸事象について、よりよい社会の実現を視野に課題を主体的に追及、解決しようと

する態度を養うとともに、多面・多角的な考察や深い理解を通して、日本国民としての自覚や我が国の歴史に対する愛情、

他国や他国の文化を尊重することの大切さについての自覚などを深める。 

学

期 

時数 章 題材名 

1 24 

 
歴史の扉 

歴史と私たち 日本と洋菓子 

歴史の特質と資料 台湾における砂糖の生産 

近代化への問い 
交通と貿易・産業と人口・権利意識と政治参加や国民の義務・学校教育・労働と

家族・移民 

第１章 結びつく世界 
アジア諸地域の繁栄と日本 

ヨーロッパにおける主権国家体制の形成とヨーロッパ人の海外進出 

第２章 

近代ヨーロッパ・アメリカ世界の成立 

ヨーロッパ経済の動向と産業革命 

アメリカ独立革命とフランス革命 

１９世紀前半のヨーロッパ 

１９世紀後半のヨーロッパ 

１９世紀のアメリカ大陸 

西アジアの変容と南アジア・東南アジアの植民地化 

中国の開発と日本の開国 

第３章 明治維新と日本の立憲体制 

明治維新と諸改革 

明治初期の対外関係 

自由民権運動と立憲体制 

第４章 帝国主義の展開とアジア 

条約改正と日清戦争 

日本の産業革命と教育の普及 

帝国主義と列強の展開 

世界分割と列強の対立 

日露戦争とその影響 

2 28 近代化と現代的な諸課題 自由・制限/開発・保全 

国際秩序の変化や大衆化への問い 
国際関係の緊密化/アメリカが衆国とソ連の台頭/植民地の独立/大衆の政治的・

経済的・社会的地位の変化/生活様式の変化 

第５章 第一次世界大戦と大衆社会 

第一次世界大戦とロシア革命 

国際平和と安全保障 

アジア・アフリカ地域の民族運動 

大衆消費社会と市民生活の変容 

社会・労働運動の進展と大衆の政治参加 

第６章 経済危機と第二次世界大戦 
世界恐慌の発生と各国の反応 

ファシズムの台頭 



年間総時数     ７０時間 

 

日本の恐慌と満州事変 

日中戦争と国内外の動き 

第二次世界大戦と太平洋戦争 

第７章 戦後の国際秩序と日本の改革 

新たな国際秩序と冷戦の始まり 

アジア諸地域の独立 

占領下の日本と民主化 

占領政策の転換と日本の独立 

国際秩序の変化や大衆化と現代的な諸課題 対立・協調/平等・格差/統合・分化 

グローバル化への問い 
冷戦と国際関係/人と資本の移動/高度情報通信/食料と人口/資源・エネルギーと

地球環境/感染症/多様な人々の共存 

3 18 

第８章 冷戦と世界経済 

集団防衛体制と核開発 

米ソ両大国と平和共存 

西ヨーロッパの経済復興 

第三世界の連携と試練 

５５年体制の成立 

日本の高度経済成長 

核戦争の恐怖から軍縮へ 

冷戦構造のゆらぎ 

世界経済の転換 

アジア諸地域の経済発展と市場開放 

第９章 グローバル化する世界 

冷戦の終結と国際情勢 

ソ連の崩壊と経済のグローバル化 

開発途上国の民主化と独裁政権の動揺 

地域紛争の激化 

国際社会のなかの日本 

第１０章 現代の課題 
現代世界の諸課題 

現代日本の諸課題 

現代的な課題の形成と展望 人口減少社会の到来/原子力発電と自然災害 



令和７年度 数学Ⅱ Ⅰ課程Ａ 年間指導計画 

 
 

配当時数 生徒について 担当者 

70 ２年  

年
間
目
標 

（知及技）いろいろな式，図形と方程式，指数関数・対数関数，三角関数及び微分・積分の

考えについての基本的な概念や原理・法則を体系的に理解するとともに，事象を数学化した

り，数学的に解釈したり，数学的に表現・処理したりする技能を身に付けるようにする。 

（思判表力）数の範囲や式の性質に着目し，等式や不等式が成り立つことなどについて論理

的に考察する力，座標平面上の図形について構成要素間の関係に着目し，方程式を用いて図

形を簡潔・明瞭・的確に表現したり，図形の性質を論理的に考察したりする力，関数関係に

着目し，事象を的確に表現してその特徴を数学的に考察する力，関数の局所的な変化に着目

し，事象を数学的に考察したり，問題解決の過程や結果を振り返って統合的・発展的に考察

したりする力を養う。 

（学・人）数学のよさを認識し数学を活用しようとする態度，粘り強く柔軟に考え数学的論

拠に基づいて判断しようとする態度，問題解決の過程を振り返って考察を深めたり，評価・

改善したりしようとする態度や創造性の基礎を養う。 

学期 時数 章 題材名 

１

学

期 

 

第
１
章 

式
と
計
算 

１．3次式の展開と因数分解 

２．二項定理 

３．多項式の割り算 

４．分数式とその計算 

５．恒等式 

６．等式の証明 

７．不等式の証明 

２

学

期 

 第
２
章 

複
素
数

と
方
程
式 

１．複素数とその計算 

２．2次方程式の解 

３．解と係数の関係 

４．剰余の定理と因数定理 

５．高次方程式 

第
３
章 

点
と
直
線 

１．直線上の点 

２．平面上の点 

３．直線の方程式 

４．2直線の関係 

３

学

期 

 ５．円の方程式 

６．円と直線 

７．2つの円 

８．軌跡と方程式 

９．不等式の表す領域 



令和７年度 数学Ａ Ⅰ課程Ａ 年間指導計画 

配当時数 生徒について 担当者 

70 ２年  

年
間
目
標 

（知及技）図形の性質，場合の数と確率についての基本的な概念や原理・法則を体系的に理解す

るとともに，数学と人間の活動の関係について認識を深め，事象を数学化したり，数学的に解釈

したり，数学的に表現・処理したりする技能を身に付けるようにする。 

（思判表力）図形の構成要素間の関係などに着目し，図形の性質を見いだし，論理的に考察する

力，不確実な事象に着目し，確率の性質などに基づいて事象の起こりやすさを判断する力，数学

と人間の活動との関わりに着目し，事象に数学の構造を見いだし，数理的に考察する力を養う。 

（学・人）数学のよさを認識し数学を活用しようとする態度，粘り強く考え数学的論拠に基づい

て判断しようとする態度，問題解決の過程を振り返って考察を深めたり，評価・改善したりしよ

うとする態度や創造性の基礎を養う。 

学期 時数 章 題材名 

１

学

期 

 

第
１
章 

場
合
の
数
と
確
率 

１．集合の要素の個数 

２．場合の数 

３．順列 

４．組合せ 

５．事象と確率 

６．確率の基本性質 

７．独立な試行と確率 

８．条件付き確率 

９．期待値 

２

学

期 

 

第
２
章 

図
形
の
性
質 

１．三角形の辺の比 

２．三角形の外心・内心・重心 

３．チェバの定理・メネラウスの定理 

４．円に内接する四角形 

５．円と直線 

６．2 つの円 

７．作図 

８．直線と平面 

９．空間図形と多面体 



 

３ 

学 

期 

第
３
章 

数
学
と
人
間
の
活
動 

１．約数と倍数 

２．素数と素因数分解 

３．最大公約数・最小公倍数 

４．整数の割り算 

５．ユークリッドの互除法 

６．1 次不定方程式 

７．記数法 

８．座標の考え方 

９．ゲーム・パズルの中の数学 



令和７年度 地学基礎 Ⅰ課程Ａ 年間指導計画 

 

配当時数 生徒について 担当者 

７０ ２年  

年
間
目
標 

（知及技）日常生活や社会との関連を図りながら，地球や地球を取り巻く環境への関心を高

め、観察，実験などを行うことを通して，基本的な概念や原理・法則を理解する。 

（思判表力）探究の過程を通して，問題を見いだすための観察，情報の収集，仮説の設定，

実験の計画，実験による検証，調査，データの分析・解釈，推論などの探究の方法が習得

できている。 

（学・人）主体的に関わり，それらに対する気付きから課題を設定し解決しようとする態度

が養われている。その際，生命を尊重し，自然環境の保全に寄与する態度が養われている。 

学期 時数 題材名 

１
学
期 

24 

・地球の形と大きさ 

・地球内部の構成 

・プレートの運動 

・火山と地震 

２
学
期 

28 

・地層と化石 

・古生物の変遷と地球環境 

・大気の構造と運動 

・大気の大循環 

・海洋の構造と海水の運動 

・日本の四季の気象と気候 

３
学
期 

18 

・太陽系の中の地球 

・太陽とその進化 

・宇宙のすがた 

・地球の環境 



令和７年度 体育 Ⅰ課程 AB 年間指導計画 

配当時数 生徒について 担当者 

70  1 年、２年、３年  

年間目標 

(知及技) 各種の運動の特性に応じた技能等及び社会生活における健康・安全について理解するとともに、技能を身に付けるようにする。 

(思判表力) 運動や健康についての自他や社会の課題を発見し、合理的、計画的な解決に向けて判断するとともに、他者に伝える力を養う。 

(学・人) 渉外にわたって継続して運動に親しむとともに健康の保持増進と体力の向上を目指し、明るく豊かで活力ある生活を営む態度を養う。 

学期 時数 単元・題材の目標 単元・題材の評価規準 
単元・

題材名 

単元・題材の活動

内容 

1
学
期 

24 

・体つくり運動 

ア 体ほぐしの運動では，手軽な運

動を行い，心と体は互いに影響し

変化することや心身の状態に気付

き，仲間と自主的に関わり合うこ

と。 

イ 実生活に生かす運動の計画で

は，ねらいに応じて，健康の保持増

進や調和のとれた体力の向上を図

るための運動の計画を立て取り組

むこと。 

 

 

 

 

 

 

・球技 

勝敗を競う楽しさや喜びを味わ

い，技術の名称や行い方，体 

力の高め方，運動観察の方法など

を理解するとともに，作戦に応じ

た技能で仲間と連携しゲームを展

開すること。 

 

 

・水泳 

記録の向上や競争の楽しさや喜び

を味わい，技術の名称や行 

い方，体力の高め方，運動観察の方

法などを理解するとともに，効率

的に泳ぐこと。 

 

 

【知・技】体を動かす楽しさや心地よさを深

く味わい、その行い方や方法を理解すること

ができる。 

【思・判・表】体の動きを高める運動につい

て自他の課題を発見することができる。 

【主学】きまりを守り、自己の役割を果たし

仲間と協力することができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【知識・技能】球技の楽しさや喜びを味わい、

簡易化されたゲームを行うことができる。 

【思考力・判断力・表現力】球技についての

自他の課題を発見することができる。 

【学びに向かう力】きまりやルール、マナー

などを守り、仲間と協力することができる。 

 

 

 

【知識・技能】水泳の楽しさや喜びを深く味

わうことができる。 

【思考力・判断力・表現力】水泳について自

他の課題を発見することができる。 

【学びに向かう力】きまりやルール、マナー

などを守り、安全を確保することができる。 

 

・体つくり

運動 

 

 

 

 

 

 

 

 

・マイトレ

ー ニング

を作ろう 

 

 

・球技 

 

 

 

 

 

 

 

 

・水泳 

・体ほぐし運動 （ラジ

オ体操、ストレッチ） 

・集合・整列 

・体力測定   

５０ｍ走、100ｍ走、ボ

ール投げ、握力、上体

起こし、反復横跳び、

長座体前屈、立ち幅跳

び、ｼｬﾄﾙﾗﾝ  

 

・サーキット 

・トレーニング作り 

 

 

 

・フロアバレーボール 

 

 

 

 

 

 

 

 

・水中運動（歩く・走

る・ジャンプ） 

バタ足、水に潜る、呼

吸法（息継ぎ）、クロー

ル、平泳ぎ 

2
学
期 

28 

・ダンス 

感じを込めて踊ったり，みんなで

自由に踊ったりする楽しさや喜び

を味わい，ダンスの名称や用語，踊

りの特徴と表現の仕方，交流や発

表の仕方，運動観察の方法，体力の

高め方などを理解するとともに，

イメージを深めた表現や踊りを通

した交流や発表をすること。 

・球技 

勝敗を競う楽しさや喜びを味わ

い，技術の名称や行い方，体 

力の高め方，運動観察の方法など

を理解するとともに，作戦に応じ

た技能で仲間と連携しゲームを展

【知識・技能】ダンスの楽しさや喜びを深く

味わうことができる。 

【思考力・判断力・表現力】ダンスについて

自他の課題を発見することができる。 

【学びに向かう力】一人一人の表現や役割を

認め助け合うことができる。 

 

 

 

 

【知識・技能】球技の楽しさや喜びを味わい、

簡易化されたゲームを行うことができる。 

【思考力・判断力・表現力】球技についての

自他の課題を発見することができる。 

【学びに向かう力】きまりやルール、マナー

・ダンス 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・球技 

・伝統的なダンス(エ

イサー) 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ゴールボール 

・サウンドテーブルテ

ニス 

 



 

開すること。 などを守り、仲間と協力することができる。 

 

3
学
期 

18 

・陸上競技 

記録の向上や競争の楽しさや喜び

を味わい，技術の名称や行 

い方，体力の高め方，運動観察の方

法などを理解するとともに，各種

目特有の技能 

を身に付けること。 

 

・球技 

勝敗を競う楽しさや喜びを味わ

い，技術の名称や行い方，体 

力の高め方，運動観察の方法など

を理解するとともに，作戦に応じ

た技能で仲間と連携しゲームを展

開すること。 

【知識・技能】陸上競技の楽しさや喜びを味

わうことができる。 

【思考力・判断力・表現力】陸上競技につい

て自分の課題を発見することができる。 

【学びに向かう力】陸上競技のきまりやルー

ル、マナーなどを守って安全に運動すること

ができる。 

 

【知識・技能】球技の楽しさや喜びを味わい、

簡易化されたゲームを行うことができる。 

【思考力・判断力・表現力】球技についての

自他の課題を発見することができる。 

【学びに向かう力】きまりやルール、マナー

などを守り、仲間と協力することができる。 

・陸上競技 

 

 

 

 

 

 

 

・球技 

・長距離走、持久走 

 

 

 

 

 

 

 

・フロアバレーボール 

・風船バレー 



令和７年度 音楽表現 Ⅰ課程Ａ 年間指導計画 

配当時数 生徒について 担当者 

７０ ２年、３年  

年
間
目
標 

（知及技）音楽の基本的な理論を理解し、創意工夫を生かした音楽表現をするための技能を

身に付ける。 

（思判表力）音楽を自分なりに評価しながらよさや美しさを味わって聴き、自分の考えや感

じたことを他者へ伝える力を身に付ける。 

（学・人）協働して音楽を創り上げる活動に取り組み、生涯にわたり音楽を愛好する心情を

育むとともに、多様な価値観を尊重し音楽によって生活や社会を明るく豊かなものにしてい

く態度を養う。 

学期 時数 題材名 

１
学
期 

24 

自分にとっての音楽の存在 

楽器の構造や音色、奏法を理解し、音楽表現を工夫しながらアンサンブル活動をしよ

う 

曲に対する自己のイメージを豊かにし、歌唱表現しよう 

伝統芸能の文化や歴史を理解し、そのよさや美しさを味わって聴こう 

２
学
期 

28 

様々な表現形態による歌唱表現について知り、他者と調和して表現しよう 

様々な国の言語の特性や語感の違いを生かして歌唱表現を創意工夫しよう 

オーケストラの響きや楽曲の構成を意識し、表現上の効果を味わって聴こう 

物語と音楽との関わりに注目し、総合芸術における音楽の魅力を知ろう 

音楽の役割（福祉、エンタメ、セラピー等）について知り、自分の音楽の生かし方を

考えよう 

３
学
期 

18 

旋律に合う和音を選び、表現活動を工夫しよう 

音楽学習のまとめとしてコンサートを企画実施しよう 

自分にとっての音楽の存在は変容したか考えよう 



令和７年度 美術表現 Ⅰ課程Ａ 年間指導計画 

 

 

配当時数 生徒について 担当者 

70 ２年、３年  

年間目標 

(知及技) 対象や事象を造形的な視点で理解を深め、意図に応じ表現を創意工夫し、創造的に表す。 

(思判表力) 造形的なよさや面白さ、美しさ、表現について考え、発想し構想し、見方や感じ方を深める。 

(学・人) 主体的に創造活動に取り組み、美術を通して、心豊かな生活や社会を創造していく態度を養う。 

学期 
時

数 

単元・題材

の目標 
単元・題材の評価規準 単元・題材名 単元・題材の活動内容 

１
学
期 

22 

展 示 ま で 意

識 し て 表 現

す る こ と が

できる 

【知・技】鑑賞者について考えることができ

る。 

【思・判・表】鑑賞者や展示場所までも含め

た表現を行うことができたか。 

【主学】主体的に活動に取り組むことができ

たか。 

JIZOING ・地蔵の制作 

・地蔵を配置する 

2
学
期 

30 

焼きもの 【知・技】土の特性を理解することができた

か。 

【思・判・表】これまでの器について理解し、

独創的なカタチを表現することができたか。 

【主学】主体的に活動に取り組むことができ

たか。 

手びねり 

独創的なカタチ 

・主題を生成し、自分を表

現する 

3
学
期 

12 

自 分 の 作 品

の 意 図 に 合

っ た 展 示 を

行う。 

【知・技】タイトルやキャプションなど、展

示をして他者に伝える方法を理解する。 

【思・判・表】他者視点で自分の表現物を伝

えようとすることができたか。 

【主学】自分の作品を客観的に捉え展示がで

きたか。 

展示 ・制作したものの展示 

６ 

いつか、誰か

に 届 け る メ

ッ セ ー ジ と

い う 題 材 か

ら 意 図 を 持

っ て 言 葉 を

紡 ぐ こ と が

できる 

【知・技】言葉の技術を高めることができる。 

【思・判・表】誰かに届けるメッセージ、誰

かに届けて欲しいメッセージというテーマか

ら作品を考えることができたか。 

【主学】主体的に活動に取り組むことができ

たか。 

誰かへのメッセ

ージ 

・メッセージ考えを校舎

に配置する 



令和７年度 英語コミュニケーションⅡ Ⅰ課程Ａ 年間指導計画 

 
 

配当時数 生徒について 担当者 

７０ 2 年  

年
間
目
標 

（知及技）語彙や表現、文法などを習得し、適切に活用できる技能を身に付ける。 

（思判表力）目的や場面、状況などに応じて、基本的な語彙や文法の知識を活用して、適切

に表現したり伝え合ったりする力を養う。 

（学・人）英語の背景にある多様な文化や考え方に対する理解を深め、相手に配慮しながら

主体的に円滑なコミュニケーションを図ろうとする態度を養う。 

学期 時数 題材名 

１
学
期 

24 

GET READY 1～4 

Lesson 1 Okinawa 

Lesson 2 The History of Japanese Food 

２

学

期 

２８ 

Lesson 3 Volunteer Work 

Lesson 4 Gacha-gacha 

Lesson 5 Interesting Aquariums 

３
学
期 

1８ 

Lesson 6 The Relay of Ahmedʼs Life 

COMMUNICATE+ 1 



令和７年度 家庭総合 Ⅰ課程Ａ 年間指導計画 

 

配当時数 生徒について 担当者 

７０ ２年  

年
間
目
標 

（知及技）人間の生涯にわたる発達と生活の営みを総合的に捉え、家族・家庭の意義，家族・

家庭と社会との関わりについて理解を深め，家族・家庭，衣食住，消費や環境などについて、 

生活を主体的に営むために必要な理解を図るとともに、それらに係る技能を身に付けるよう

にする。  

（思判表力）家庭や地域及び社会における生活の中から問題を見いだして課題を設定し、解 

決策を構想し、実践を評価・改善し、考察したことを根拠に基づいて論理的に表現するなど、 

生涯を見通して生活の課題を解決する力を養う。 

（学・人） 様々な人々と協働し、よりよい社会の構築に向けて，地域社会に参画しようとす

ると。ともに、自分や家庭、地域の生活を主体的に創造しようとする実践的な態度を養う。 

学期 時数 題材名 

１
学
期 

24 

超高齢社会を生きる、人生の中で高齢期をとらえる、高齢期の生活 

高齢社会を支える、充実した高齢期へ 

社会保障制度と社会連帯、人の多様性と社会参加 

私たちと衣生活、被服の機能、被服の選び方 

被服の素材、選択方法と表示、洗濯のしくみ、被服の手入れと保管 

衣文化の継承と創造、時速可能な衣生活 

２
学
期 ２８ 

私たちの被服ができるまで、体型と採寸、被服製作の基本 

被服実習 ハーフパンツ 

３
学
期 

18 

人生とお金、収入と支出のバランス、将来の経済生活を考える 

契約とは、消費者問題はなぜ起こるのか 

多様化する支払い方法とリスク防止、消費者の自立と行政の支援 

消費生活と持続可能な社会、消費者市民社会をめざして 



令和７年度 情報Ⅰ Ⅰ課程Ａ 年間指導計画 

 

配当時数 生徒について 担当者 

７０ ２年  

年
間
目
標 

（知及技）（1） 情報と情報技術及びこれらを活用して問題を発見・解決する方法について理

解を深め技能を習得するとともに，情報社会と人との関わりについての理解を深めるよう

にする。 

（思判表力）（2） 様々な事象を情報とその結び付きとして捉え，問題の発見・解決に向けて

情報と情報技術を適切かつ効果的に活用する力を養う 

（学・人）（3） 情報と情報技術を適切に活用するとともに，情報社会に主体的に参画する態

度を養う 

学期 時数 題材名 

１
学
期 

24 

１  情報社会 

２ 情報社会の法規と権利 

３ 情報技術が築く新しい社会 

４メディアとコミュニケーション 

２
学
期 

28 

１情報デザイン 

２情報デザインの実践 

３情報システムの構成 

４情報のデジタル化 

５情報通信ネットワーク 

６情報セキュリティ 

３
学
期 

18 

１問題解決 

２データの活用 

３モデル化 

４シミュレーション 

５プログラミングの方法 

６プログラミングの実践 



令和７年度  産業社会と人間 Ⅰ課程Ａ 年間指導計画 

 

 

配当時数 生徒について 担当者 

７０  ２年  

年間目標 

（知及技）社会生活や職業選択に必要な知識を理解するとともに、関連する基本的な技能を身に付ける。 

（思判表力）社会に関する課題に関心を持ち、自らの意見や考えを表現し他者へ伝える力を身に付ける。 

（学・人）自己の充実を目指し、生涯にわたって学習に取り組む意欲や態度の育成を図る。 

学期 時数 単元・題材の目標 単元・題材の評価規準 単元・題材名 単元・題材の活動内容 

1
学
期 

36 

・働く意義について考

え、仕事の三要素につ

いて理解する。 

・職業の種類やその特

徴を理解し、収集した

進路情報を基に就業

体験先や進路選択（進

学、就職）について考

えることができる。 

・現実の社会で働いて

いる人の話を聞き、職

業人として働くこと

の意義を理解する。 

・製作物についてや活

動の流れ等について

対話を通して進める。 

【知・技】 

自己の将来の生き方や進路に

ついて考察するための知識や

技能について理解し、働くこと

がどういうことなのかを知る。 

【思・判・表】 

自己の能力、適正、興味・関心

等と、職業に求められる資質・

能力について主体的に考え、必

要な情報を収集し、まとめ、伝

え、将来の生き方や進路選択に

生かしている。 

【主学】 

課題の解決に向けた学習に主

体的・協働的に取り組もうとす

る。 

・自己を見つめる 

・働くことの意義 

・講話（専攻科教諭） 

・就業体験の目的 

・就業体験振り返り 

・製作物の決定 

・製作活動・販売学習 

・大学入試について 

・ワークシートを活用し

て、性格的特徴や行動的

特徴について自分と他者

の回答を比べる。 

・職業について調べたり

講話を聞いたりして、業

種や職業について知る。 

・就業体験先について調

べ、目標を立てたり振り

返りをする。 

・製作物を決め、作成に取

り組む。 

・大学入試の流れについ

て学ぶ。 

2
学
期 

42 

・コミュニケーション

スキルのしくみを理

解し、身体と気持ちを

意識してスキルを高

める。 

・望ましい自己表現を

確立し、社会生活や対

人関係を営む上で必

要とされるコミュニ

ケーションスキルを

身に付ける。 

・様々な体験を通し、

進路選択に必要な情

報収集について考え

ることができる。 

【知・技】 

自己の将来の生き方や進路に

ついて考察するための知識や

技能について理解し、働くこと

がどういうことなのかを知る。 

【思・判・表】 

自己の障害についてや能力、適

正、興味・関心等と、職業に求

められる資質・能力について主

体的に考え、必要な情報を収集

し、まとめ、伝え、将来の生き

方や進路選択に生かしている。 

【主学】 

課題の解決に向けた学習に主

体的・協働的に取り組もうとす

る。 

・コミュニケーション

スキル（視覚障害につ

いて、支援についての

伝え方） 

・製作活動・販売学習 

・ボランティア活動 

・大学見学（視覚支援

について） 

・進路講話 

・人とつながる様々な手

段について考え、メリッ

ト、デメリットについて

討論する。 

・様々な場面を想定した

実践を通し、自己理解を

深める。 

・製作物を決め、作成に取

り組む。 

・ボランティアについて

調べ、体験につなげる。 

・県内の大学について情

報収集し、見学する。 

・卒業生の話を聞き、進路

選択や自己のネットワー

クについて考える。 

3
学
期 

27 

・生涯を見通した生活

における家計管理や

計画について考える

ことができる。 

・社会保障制度につい

て理解し、課題につい

て考えることができ

る。 

・多様な生き方につい

て情報を選択・活用

し、主体的に意思決定

する力を身に付ける。 

【知・技】 

自己の将来のライフプランを

考える上で必要な様々な知識

や技能を理解する。 

【思・判・表】 

自己の障害についてや能力、適

正、興味・関心等と、職業に求

められる資質・能力について主

体的に考え、必要な情報を収集

し、まとめ、伝え、将来の生き

方や進路選択に生かしている。 

【主学】 

課題の解決に向けた学習に主

体的・協働的に取り組もうとす

る。 

・金銭管理 

・社会保障制度 

・ライフプラン 

・卒業生の進路 

・ワークシートやゲーム

を通して、生活に必要な

お金や有効な使い方につ

いて討論する。 

・社会福祉制度の四つの

柱について学び、課題を

見つける。 

・自己理解を整理し、具体

的なライフプランについ

て考え発表する。 

・１年を振り返り、進路選

択についてまとめる。 



令和７年度 LHR Ⅰ課程 A 年間指導計画 

 

 

配当時数 生徒について 担当者 

３５ ２年  

年間目標 

〇(知及技)多様な他者と協働する様々な集団生活の意義や活動を行う上で必要となることについて理解し、行動の仕方を身

に付けるようにする。 

〇(思判表力)集団や自己の生活、人間関係の課題を見いだし、解決するための話し合い、合意形成を図ったり、意思決定し

たりすることができるようにする。 

〇(学・人)自主的、実践的な集団活動を通して身に付けたことを生かして、集団や社会における生活及び人間関係をよりよ

く形成するとともに、人間としての生き方についての考えを深め、自己実現を図ろうとする態度を養う。 

学期 時数 単元・題材の目標 
単元・ 

題材の評価規準 

単元・ 

題材名 
単元・題材の活動内容 

1
学
期 

12 

・個人目標を決める。 

・学級での自分の役割を

確認する。 

・校内外を散策し、環境

把握をする。 

・平和について考える。 

・実習先や就業体験の目

的を確認する。 

・１学期の振り返りを行

う。 

(知及技)多様な他

者と協働するする

様々な集団活動の

意義や、活動を行

う上で必要となる

ことについて理解

している。 

自己の生活の充

実・向上や自己実

現に必要となる情

報及び方法を理解

している。 

よりよい生活や社

会を構築するため

の話し合い活動の

進め方、合意形成

の図り方などの技

能を身につけてい

る。 

 

(思判表力)所属す

る様々な集団や自

己の生活の充実・

向上のため、問題

を発見し、解決法

を話し合い、合意

形成を図り、意思

決定をしたりして

実践している。 

 

(学・人)生活や社

会、人間関係をよ

りよく構築するた

めに、自主的に自

己の役割や責任を

果たし、多様な他

者と協働して実践

しようとしてい

る。 

主体的に人間とし

ての在り方生き方

について考えを深

め、自己実現を図

ろうとしている。 

年間計画を立

てる 

凡事徹底とは 

道徳的内容 

平和学習 

交流学習 

進路について 

1 学期の反省・

夏休みの計画 

・学級目標、個人目標を立てる。（思） 

・クラスの係活動の内容を話し合う。（知） 

・凡事徹底の言葉の意味とクラスでできる、個人ででき

る凡事徹底を考えることができる。（思）（主） 

・他者との関わり方について考える。（思） 

・平和講話への参加等を通し、戦争の悲惨さ、平和の尊

さを考える。（思） 

・他校生徒との交流を深めことができる。（思）（主） 

・キャリアパスポートを活用し、進路について考える。

（思）（主） 

・就業体験（校内実習）について、準備や確認ができる

。（知）（主） 

・1学期を振り返り、自らの課題を見つけ、夏休みの計画

を考える。（思） 

2
学
期 

14 

・見通しを持って２学期

をスタートする。 

・運動会・修学旅行に向

けて、活動をする。 

・自分の進路に向けて準

備する。 

・２学期の振り返りを行

う。 

２学期の活動

計画 

道徳的内容 

 

運動会・修学

旅行に向けて 

 

 

進路について 

 

 

 

読書月間に向

けて 

点字について 

交流学習 

冬休みに向け

て 

・２学期の行事を確認し、教室環境整備ができる。(思)

（主） 

・集団や社会との関わりに関することについて考える。

（思）（主） 

・夏休みを振り返り、2学期の目標を立てる。 

（思）（主） 

・運動会・修学旅行の役割分担等について確認し、各自

の仕事について自覚して行動できる。（知）（主） 

・これまでの準備等反省をし本番に向けて確認できる。

（知）（主） 

・自分の進路について必要なことを考え準備できる。(

思）（主） 

・身だしなみやマナーについて考え、理解を深める。 

（知）（思） 

・進路講話に参加、キャリアパスポートを活用し、自分

の進路について考えることができる。（思）（主） 

・読書講話に参加する。（思） 

・点字をより深く理解する。（知） 

・他校生徒との交流を深めことができる。（思）・学期

を振り返り、充実した年末年始になるよう、計画する。

（思）（主） 

3
学
期 

9 

・見通しを持って３学期

をスタートする。 

・３年間を振り返る。 

・卒業後の進路に備え

る。 

 

新年を迎えて 

道徳的内容 

卒業後の生活

について 

卒業式に向け

て 

３年間を振り

返る 

・新年の目標、テストに向けて計画を立てる。（思） 

・相手との会話について考える。（思）（主） 

・希望の進路へ向けて情報収集する。（知）（思） 

・身だしなみやマナーについて考え、理解を深める。 

（知）（思） 

・卒業式に向けての諸活動に取り組む。（思）（主） 

・１年間の成果と課題を振り返り、今後の学習の見通し

をもつ。（思）（主） 



令和７年度  総合的な探究の時間 Ⅰ課程 A 年間指導計画 

配当時数 生徒について 担当者 

３５ ２年、３年生  

年間目標 

 探求的な見方・考え方を働かせ、横断的・総合的な学習を行うこと通して、自己の在り方生き方

を考えながら、よりよく課題を発見し解決していくための資質・能力を育成する。 

(知及技) 探求の過程において、課題の発見と解決に必要な知識及び技能を身に付け、課題に関わる概念を形

成し、探求の意義や価値を理解するようにする。 

(思判表力) 実社会や実生活と自己との関わりから問いを見いだし、自分で課題を立て、情報を集め、整理・

分析して、まとめ・表現することができるようにする。 

(学・人) 探求に主体的・協働的に取り組むとともに、互いのよさを生かしながら、新たな価値を創造し、よ

りよい社会を実現しようとする態度を養う。 

学期 時数 単元・題材の目標 単元・題材の評価規準 単元・題材名 単元・題材の活動内容 

1
学
期 

 
 
 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

12 

年間の計画を話

し合い立てる。 

高等部の生徒の

名前や声を覚え、

交流を図る。 

沖縄戦について

調べ、自分の意見

を持つ 

 

就労について考

え将来の仕事に

ついて考える 

 

 

1 学期の活動を振

り返る 

【知・技】 

地域や社会の人、もの、

ことに関わる探求の過程

において、課題の解決に必

要な知識及び技能を身に

つけるとともに、地域や社

会の特徴やよさに気づき、

それらが人々の関わりや

協働によって支えられて

いることに気づいている。 

 

【思・判・表】 

 地域や社会の人、もの、

ことと自分自身との関わ

りから問いを見いだし、そ

の解決に向けて仮説を立

てたり、調査して得た情報

を基に分析したりする力

を身につけるとともに、論

理的にまとめ・表現しり力

を身につけている。 

 

【主学】 

地域や社会の人、もの、こ

とについての探求活動に

主体的・協働的に取り組も

うとしているとともに、互

いのよさを生かしながら、

持続可能な社会を実現す

るために行動し、社会に貢

年間計画 

 

ビジネスマナー 

SST  

 

就業体験事前学

習・事後学習 

 

 

1 学期のまとめ 

・今年度の計画を立て

る。 

 

・新入生を盛大に迎え

る。 

・自己紹介をする。 

・沖縄戦について調

べ、調べたことについ

て質問や意見交換を

行う 

・調べたことをまと

め発表・意見交換す

る。 

・校内実習の事前学

習や事後学習を通し

て、働くことの意味や

自分の適性及び課題

を知る。 

・１学期の学習を振

り返る。 

2
学
期 

 
 
 
 
 
 
 

14 

2 学期の計画を話

し合う。 

 

先輩方の話を聞

き、就労について

考え将来の仕事

について考える 

2 学期の学習計

画 

 

専攻科の体験授

業依頼をしよう 

 

 

・2 学期の学習計画を

立てる。 

・社会で必要とされ

る能力について学ぶ。 

・公共交通機関を利

用したスケジュール

を自分達で立てる。 



 

 

 

２学期の活動を

振り返る 

献しようとしている。 2 学期のまとめ 

 

 

・２学期の学習を振

り返る。 

3
学
期 

 
 
 
 
 
 

９ 

３学期の計画を

話し合う。 

  

計画を立てて、協

力して調理実習

を行う。  

 

１年の活動を振

り返る 

新年の抱負 

 

バリアフリース

ポーツを考えよ

う 

 

振り返り 

・新年の抱負を発表

する。 

 

・計画を立てて調理

実習を行う。 

 

・身につけておくべ

きことを再確認する。 

・一年間の振り返り

をする。 



令和７年度 文学国語 Ⅰ課程Ａ 年間指導計画 

配当時数 生徒について 担当者 

１７５ ３年  

年
間
目
標 

(知及技) 生涯にわたる社会生活に必要な国語の知識や技能を身に付けるとともに、我が国の言語

や文化に対する理解を深めることができるようにする。 

(思判表力) 論理的に考える力や深く共感したり豊かに想像したりする力を伸ばし、他者との関わ

りの中で伝え合う力を高め、自分の思いや考えを広げたり深めたりすることができるようにする。 

(学・人) 言葉がもつ価値への認識を深めるとともに、生涯にわたって読書に親しみ自己を向上さ

せ、我が国の言語文化の担い手としての自覚を深め、言葉を通して他者や社会に関わろうとする態

度を養う。 

学期 時数 題材名 

１
学
期 

６０ 

（小説）調律師のるみ子さん 

（詩）生命は 

（詩）そこにひつとつの席が 

（詩）食事 

（小説）相棒 

（小説）ナイン 

（随想）花のいざない 

（随想）真珠の耳飾りの少女 

（小説）鼻 

（小説）こころ 

（小説）バグダッドの靴磨き 

２
学
期 

７０ 

（詩）わたしが一番きれいだったとき 

（詩）死んだ男の残したものは 

（詩）春－イラクの少女シャミラに 

（小説）旅する本 

（小説）富嶽百景 

（小説）山月記 

（小説）清兵衛と瓢簞 

（詩）こころ 

（詩）汚れつちまつた悲しみに… 

（詩）永訣の朝 

（小説）卒業 



令和７年度 文学国語 Ⅰ課程Ａ 年間指導計画 

 

（小説）ひよこの眼 

３
学
期 

４５ 

（小説）血であながったもの 

（小説）夏の花 

物語を創造する 

テーマを決めて短歌・俳句を作る 

古典を基にして物語を作る 



令和７年度 地理総合 Ⅰ課程Ａ  年間指導計画 
 
配当時数 生徒について 担当者 

７０ ３年  

年
間
目
標 

(知及技)地理に関わる諸事象に関して，世界の生活文化の多様性や，防災，地域や地球的課題への取り組みなどを理解す

るとともに，地図や地理情報システムなどを用いて，調査や諸資料から地理に関するさまざまな情報を適切かつ効果的に

調べまとめる技能を身に付ける。 

(思判表力)地理に関わる事象の意味や意義，特色や相互の関連を，位置や分布，場所，人間と自然環境との相互依存関係，

空間的相互依存作用，地域などに着目して，概念などを活用して多面的・多角的に考察したり，地理的な課題の解決に向

けて構想したりする力や，考察，構想したことを効果的に説明したり，それらを基に議論したりすることができる。 

(学・人) 地理に関わる諸事象について，よりよい社会の実現を視野にそこで見られる課題を主体的に追究，解決しようと

する態度を養うとともに，多面的・多角的な考察や深い理解を通して涵養される日本国民としての自覚，我が国の国土に

対する愛情，世界の諸地域の多様な生活文化を尊重しようとすることの大切さを自覚することができる。 

学

期 
時数 部 章 題材名 

 

１ 

 

24 

 

第
１
編 

 

第１章 私たちが暮らす世界 

1 緯度・経度 

2 地球儀と世界地図 

3 日本の位置と領域 

第２章 地図や地理情報システム

の役割 

4 地図の種類 

5 地形図のルール 

6 主題図の種類と読み取り 

7 地理情報システムと地図 

第３章 資料から読み取る現代世

界 

8 交通の発達 

9 情報通信の発達 

10 国境をこえる人々の移動 

11 拡大する貿易 

12 つながる世界、多極化する世界 

第
２
編 

第１章 人々の生活文化と多様な

地理的環境 

13 文化の地域性と多様性 

14 宗教と人々の暮らし 

15 山地の暮らし 

16 平野の暮らし 

17 海岸の暮らし 

18 多様な気候とその分布 

19 熱帯の人々の暮らし 

20 乾燥帯の人々の暮らし 

 

2 

 

28 

21 温帯の人々の暮らし 

22 亜寒帯・寒帯の人々の暮らし 

23 食生活と農業の分布 

24 工場立地の変化 

25 商業立地と人々の生活 

26 情報産業の発達と生活文化の変化 

 
27 地球環境問題（１） 

28 地球環境問題（２） 



年間総時数 ７０時間 

 

 

2 

 

28 

第
２
編 

第２章 さまざまな地球的課題と

国際協力 

29 資源・エネルギーの偏在 

30 化石燃料から再生可能エネルギーへ 

31 発展途上国の人口問題 

32 先進国の人口問題 

33 食糧需給をめぐる問題 

34 発展途上国の居住・都市問題 

35 先進国の居住・都市問題 

36 民族問題・難民問題 

37 地球的課題と国際協力 

 

3 

 

18 

第
３
編 

第１章 自然環境と防災 

38 日本の地形の特色 

39 日本の気候の特色 

40 地震災害・津波災害（１） 

41 地震災害・津波災害（２） 

42 火山の災害とめぐみ 

43 気象災害（１）寒さ・暑さと台風 

44 気象災害（２）大雨と洪水・土砂災害 

45 都市と自然災害 

46 防災・減災と復旧・復興 

第２章 生活圏の調査と地域の展

望 

47 調査テーマの設定 

48 地域調査１（資料調査） 

49 地域調査２（野外調査） 

50 まとめと発表 



令和７年度 日本史探求 Ⅰ課程Ａ  年間指導計画 

配当時数 生徒について 担当者 

１０５ ３年  

年

間

目

標 

(知及技)我が国の歴史の展開に関わる諸事象について，地理的条件や世界の歴史と関連づけながら総合的にとらえて理解

しているとともに、諸資料から我が国の歴史に関する様々な情報を適切かつ効果的に調べまとめる技能を身につける。 

(思判表力)我が国の歴史の展開に関わる事象の意味や意義、伝統と文化の特色などを、時期や年代、推移、比較、相互の

関連や現在とのつながりなどに着目して、概念などを活用して多面的・多角的に考察したり、歴史にみられる課題を把握

し解決を視野に入れて構想したり、考察、構想したことを効果的に説明したり、それらをもとに議論したりする力を養う。 

(学・人)我が国の歴史の展開に関わる諸事象について、よりよい社会の実現を視野に課題を主体的に探究しようとする態

度を養うとともに、多面的・多角的な考察や深い理解を通して涵養される日本国民としての自覚、我が国の歴史に対する

愛情、他国や他国の文化を尊重することの大切さについての自覚などを深める。 

学
期 

時数 部 章 題材名 

 

１ 

 

35 

第
Ⅰ
部 

 

原
始
・
古
代 

 

第１章 日本文化のあけぼの 

文化の始まり 

農耕社会の成立 

古代社会と海外との交流 

木簡から古代国家を探る 

第２章 古墳とヤマト政権 
古墳文化の展開 

飛鳥の朝廷 

第３章 律令国家の成立 

律令国家への道 

平城京の時代 

律令国家の文化 

律令国家の変容 

第４章 貴族政治の展開 

摂関政治 

国風文化 

地方政治の展開と武士 

第
Ⅱ
部 

 

中
世 

第５章 院政と武士の躍進 

院政のはじまり 

院政と平氏政権 

絵画から中世社会を探る 

第６章 武家政権の成立 

鎌倉幕府の成立 

武士の社会 

モンゴル襲来と幕府の衰退 

鎌倉文化 

第７章 武家社会の成長 

室町幕府の成立 

幕府の衰退と庶民の台頭 

 

２ 

 

42 

室町文化 

戦国大名の登場 

第
Ⅲ
部 

 
 
 
 

 
 
 

 

第８章 近世の幕開け 

織豊政権 

桃山文化 

生類憐みの令からみる江戸時代の社会の変化 

第９章 幕藩体制の成立と展開 

 

第９章 幕藩体制の成立と展開 

幕藩体制の成立 

幕藩社会の構造 

幕政の安定 



年間総時数 １０５時間 

 

経済の発展 

元禄文化 

第 10 章 幕藩体制の動揺 

幕政の改革 

宝暦・天明期の文化 

幕府の衰退と近代への道 

化政文化 

第
Ⅳ
部 

近
代
・
現
代 

第 11 章 近世から近代へ 

開国と幕末の動乱 

幕府の滅亡と新政府の発足 

五箇条の誓文と国是 

貿易の変遷からみる日本の近代・現代 

第 12 章 近代国家の成立 
明治維新と富国強兵 

立憲国家の成立 

第 13 章 近代国家の展開 

日清・日露戦争と国際関係 

第一次世界大戦と日本 

 

３ 

 

28 

ワシントン体制 

第 14 章 近代の産業と生活 

近代産業の発展 

近代文化の発達 

市民生活の変容と大衆文化 

第 15 章 恐慌と第二次世界大戦 

恐慌の時代 

軍部の台頭 

第二次世界大戦 

第 16 章 占領下の日本 
占領と改革 

冷戦の開始と講和 

第 17 章 高度成長の時代 
５５年体制 

経済復興から高度経済成長へ 

第 18 章 激動する世界と日本 

経済大国への道 

冷戦の終結と日本社会の変容 

様々な災害と日本 



令和７年度 数学 B Ⅰ課程Ａ 年間指導計画 

配当時数 生徒について 担当者 

70 ３年  

年
間
目
標 

（知及技）数列，統計的な推測についての基本的な概念や原理・法則を体系的に理解するととも

に，数学と社会生活との関わりについて認識を深め，事象を数学化したり，数学的に解釈したり，

数学的に表現・処理したりする技能を身に付けるようにする。 

（思判表力）離散的な変化の規則性に着目し，事象を数学的に表現し考察する力，確率分布や標

本分布の性質に着目し，母集団の傾向を推測し判断したり，標本調査の方法や結果を批判的に考

察したりする力，日常の事象や社会の事象を数学化し，問題を解決したり，解決の過程や結果を

振り返って考察したりする力を養う。 

（学・人）数学のよさを認識し数学を活用しようとする態度，粘り強く柔軟に考え数学的論拠に

基づいて判断しようとする態度，問題解決の過程を振り返って考察を深めたり，評価・改善した

りしようとする態度や創造性の基礎を養う。 

学期 時数 章 題材名 

１

学

期 

 

第
１
章 
数
列 

１．数列と一般項 

２．等差数列 

３．等差数列の和 

４．等比数列 

５．等比数列の和 

６．和の記号Σ 

７．階差数列 

８．いろいろな数列の和 

９．漸化式 

１０．数学的帰納法 

２

学

期 

 

第
２
章 

統
計
的
な
推
測 

１．確率変数と確率分布 

２．確率変数の期待値と分散 

３．確率変数の和と積 

４．二項分布 

５．正規分布 

６．母集団と標本 

７．標本平均の分布 



 

８．推定 

９．仮説検定 

３ 

学 

期 

第
３
章 

数
学
と
社

会
生
活 

１．数学を活用した問題解決 

２．社会の中にある数学 

３．時系列データと移動平均 

４．回帰分析によるデータの分析 



令和７年度 地学基礎 Ⅰ課程Ａ 年間指導計画 

 

配当時数 生徒について 担当者 

７０ ３年  

年
間
目
標 

（知及技）日常生活や社会との関連を図りながら，地球や地球を取り巻く環境への関心を高

め、観察，実験などを行うことを通して，基本的な概念や原理・法則を理解する。 

（思判表力）探究の過程を通して，問題を見いだすための観察，情報の収集，仮説の設定，

実験の計画，実験による検証，調査，データの分析・解釈，推論などの探究の方法が習得

できている。 

（学・人）主体的に関わり，それらに対する気付きから課題を設定し解決しようとする態度

が養われている。その際，生命を尊重し，自然環境の保全に寄与する態度が養われている。 

学期 時数 題材名 

１
学
期 

24 

・地球の形と大きさ 

・地球内部の構成 

・プレートの運動 

・火山と地震 

２
学
期 

28 

・地層と化石 

・古生物の変遷と地球環境 

・大気の構造と運動 

・大気の大循環 

・海洋の構造と海水の運動 

・日本の四季の気象と気候 

３
学
期 

18 

・太陽系の中の地球 

・太陽とその進化 

・宇宙のすがた 

・地球の環境 



令和７年度 体育 Ⅰ課程 AB 年間指導計画 

配当時数 生徒について 担当者 

70  1 年、２年、３年  

年間目標 

(知及技) 各種の運動の特性に応じた技能等及び社会生活における健康・安全について理解するとともに、技能を身に付けるようにする。 

(思判表力) 運動や健康についての自他や社会の課題を発見し、合理的、計画的な解決に向けて判断するとともに、他者に伝える力を養う。 

(学・人) 渉外にわたって継続して運動に親しむとともに健康の保持増進と体力の向上を目指し、明るく豊かで活力ある生活を営む態度を養う。 

学期 時数 単元・題材の目標 単元・題材の評価規準 
単元・

題材名 

単元・題材の活動

内容 

1
学
期 

24 

・体つくり運動 

ア 体ほぐしの運動では，手軽な運

動を行い，心と体は互いに影響し

変化することや心身の状態に気付

き，仲間と自主的に関わり合うこ

と。 

イ 実生活に生かす運動の計画で

は，ねらいに応じて，健康の保持増

進や調和のとれた体力の向上を図

るための運動の計画を立て取り組

むこと。 

 

 

 

 

 

 

・球技 

勝敗を競う楽しさや喜びを味わ

い，技術の名称や行い方，体 

力の高め方，運動観察の方法など

を理解するとともに，作戦に応じ

た技能で仲間と連携しゲームを展

開すること。 

 

 

・水泳 

記録の向上や競争の楽しさや喜び

を味わい，技術の名称や行 

い方，体力の高め方，運動観察の方

法などを理解するとともに，効率

的に泳ぐこと。 

 

 

【知・技】体を動かす楽しさや心地よさを深

く味わい、その行い方や方法を理解すること

ができる。 

【思・判・表】体の動きを高める運動につい

て自他の課題を発見することができる。 

【主学】きまりを守り、自己の役割を果たし

仲間と協力することができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【知識・技能】球技の楽しさや喜びを味わい、

簡易化されたゲームを行うことができる。 

【思考力・判断力・表現力】球技についての

自他の課題を発見することができる。 

【学びに向かう力】きまりやルール、マナー

などを守り、仲間と協力することができる。 

 

 

 

【知識・技能】水泳の楽しさや喜びを深く味

わうことができる。 

【思考力・判断力・表現力】水泳について自

他の課題を発見することができる。 

【学びに向かう力】きまりやルール、マナー

などを守り、安全を確保することができる。 

 

・体つくり

運動 

 

 

 

 

 

 

 

 

・マイトレ

ー ニング

を作ろう 

 

 

・球技 

 

 

 

 

 

 

 

 

・水泳 

・体ほぐし運動 （ラジ

オ体操、ストレッチ） 

・集合・整列 

・体力測定   

５０ｍ走、100ｍ走、ボ

ール投げ、握力、上体

起こし、反復横跳び、

長座体前屈、立ち幅跳

び、ｼｬﾄﾙﾗﾝ  

 

・サーキット 

・トレーニング作り 

 

 

 

・フロアバレーボール 

 

 

 

 

 

 

 

 

・水中運動（歩く・走

る・ジャンプ） 

バタ足、水に潜る、呼

吸法（息継ぎ）、クロー

ル、平泳ぎ 

2
学
期 

28 

・ダンス 

感じを込めて踊ったり，みんなで

自由に踊ったりする楽しさや喜び

を味わい，ダンスの名称や用語，踊

りの特徴と表現の仕方，交流や発

表の仕方，運動観察の方法，体力の

高め方などを理解するとともに，

イメージを深めた表現や踊りを通

した交流や発表をすること。 

・球技 

勝敗を競う楽しさや喜びを味わ

い，技術の名称や行い方，体 

力の高め方，運動観察の方法など

を理解するとともに，作戦に応じ

た技能で仲間と連携しゲームを展

【知識・技能】ダンスの楽しさや喜びを深く

味わうことができる。 

【思考力・判断力・表現力】ダンスについて

自他の課題を発見することができる。 

【学びに向かう力】一人一人の表現や役割を

認め助け合うことができる。 

 

 

 

 

【知識・技能】球技の楽しさや喜びを味わい、

簡易化されたゲームを行うことができる。 

【思考力・判断力・表現力】球技についての

自他の課題を発見することができる。 

【学びに向かう力】きまりやルール、マナー

・ダンス 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・球技 

・伝統的なダンス(エ

イサー) 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ゴールボール 

・サウンドテーブルテ

ニス 

 



 

開すること。 などを守り、仲間と協力することができる。 

 

3
学
期 

18 

・陸上競技 

記録の向上や競争の楽しさや喜び

を味わい，技術の名称や行 

い方，体力の高め方，運動観察の方

法などを理解するとともに，各種

目特有の技能 

を身に付けること。 

 

・球技 

勝敗を競う楽しさや喜びを味わ

い，技術の名称や行い方，体 

力の高め方，運動観察の方法など

を理解するとともに，作戦に応じ

た技能で仲間と連携しゲームを展

開すること。 

【知識・技能】陸上競技の楽しさや喜びを味

わうことができる。 

【思考力・判断力・表現力】陸上競技につい

て自分の課題を発見することができる。 

【学びに向かう力】陸上競技のきまりやルー

ル、マナーなどを守って安全に運動すること

ができる。 

 

【知識・技能】球技の楽しさや喜びを味わい、

簡易化されたゲームを行うことができる。 

【思考力・判断力・表現力】球技についての

自他の課題を発見することができる。 

【学びに向かう力】きまりやルール、マナー

などを守り、仲間と協力することができる。 

・陸上競技 

 

 

 

 

 

 

 

・球技 

・長距離走、持久走 

 

 

 

 

 

 

 

・フロアバレーボール 

・風船バレー 



令和７年度 音楽Ⅲ Ⅰ課程Ａ 年間指導計画 

 

配当時数 生徒について 担当者 

７０ ３年  

年
間
目
標 

（知及技）音楽文化の多様性について理解するとともに、創意工夫や表現上の効果を生かし

た音楽表現をするために必要な技能を身に付ける。 

（思判表力）音楽に関する知識や技能を働かせながら、個性豊かに音楽表現を創意工夫した

り音楽を評価しながらよさや美しさを深く味わって聴いたりすることができる。 

（学・人）協働して音楽の諸活動に取り組み、生涯にわたり音楽を愛好する心情を育むとと

もに、音楽文化を尊重し、音楽によって生活や社会を明るく豊かなものにしていく態度を養

う。 

学期 時数 題材名 

１
学
期 

24 

曲想を感じ取って、曲にふさわしい発声で歌おう 

リズムの重なり合いや、音色の違いを感じ取ってアンサンブルを楽しもう 

和楽器に親しみ、表現豊かに演奏しよう 

音楽のよさや美しさを深く味わい、文化や芸術としての意味や価値を探ろう 

日本の伝統音楽や世界の諸民族の音楽を体験しよう 

２
学
期 

28 

曲の内容を理解して、日本や外国の歌曲を表現豊かに歌おう 

ポップスの特徴を理解して表現豊かに歌おう 

表現を工夫して合唱やヴォイス・アンサンブルを楽しもう 

表現を工夫してギターを演奏したり、弾き歌いをしたりしよう 

曲の内容を理解してミュージカル・ナンバーを歌おう 

３
学
期 

18 

表現を工夫して鍵盤楽器を演奏したり、弾き歌いをしたりしよう 

オスティナートを用いた曲づくりや音素材の特徴を生かした作品づくりをしよう 

3 年間のまとめのコンサートを開こう 



令和７年度 美術Ⅲ Ⅰ課程Ａ 年間指導計画 

 

 

配当時数 生徒について 担当者 

70 ３年  

年間目標 

(知及技) 対象や事象を造形的な視点で理解を深め、意図に応じ表現を創意工夫し、創造的に表す。 

(思判表力) 造形的なよさや面白さ、美しさ、表現について考え、発想し構想し、見方や感じ方を深める。 

(学・人) 主体的に創造活動に取り組み、美術を通して、心豊かな生活や社会を創造していく態度を養う。 

学期 
時

数 

単元・題材

の目標 
単元・題材の評価規準 単元・題材名 単元・題材の活動内容 

１
学
期 

22 

展 示 ま で 意

識 し て 表 現

す る こ と が

できる 

【知・技】鑑賞者について考えることができ

る。 

【思・判・表】鑑賞者や展示場所までも含め

た表現を行うことができたか。 

【主学】主体的に活動に取り組むことができ

たか。 

JIZOING ・地蔵の制作 

・地蔵を配置する 

2
学
期 

30 

こ れ ま で 取

り 組 ん だ 表

現 方 法 を 振

り 返 り 表 現

する 

【知・技】美術で学んだ知識や技術を思い出

して選択することができたか。 

【思・判・表】何でどんなものを作るのかと

いう主題を自分で生成することができたか。 

【主学】主体的に活動に取り組むことができ

たか。 

卒業制作 ・主題を生成し、自分を表

現する 

3
学
期 

12 

自 分 の 作 品

の 意 図 に 合

っ た 展 示 を

行う。 

【知・技】タイトルやキャプションなど、展

示をして他者に伝える方法を理解する。 

【思・判・表】他者視点で自分の表現物を伝

えようとすることができたか。 

【主学】自分の作品を客観的に捉え展示がで

きたか。 

展示 ・卒業制作の展示 

６ 

いつか、誰か

に 届 け る メ

ッ セ ー ジ と

い う 題 材 か

ら 意 図 を 持

っ て 言 葉 を

紡 ぐ こ と が

できる 

【知・技】言葉の技術を高めることができる。 

【思・判・表】誰かに届けるメッセージ、誰

かに届けて欲しいメッセージというテーマか

ら作品を考えることができたか。 

【主学】主体的に活動に取り組むことができ

たか。 

誰かへのメッセ

ージ 

・メッセージ考えを校舎

に配置する 



令和７年度 英語コミュニケーションⅡ Ⅰ課程Ａ 年間指導計画 

 

配当時数 生徒について 担当者 

７０ ３年  

年
間
目
標 

（知及技）語彙や表現、文法などを習得し、適切に活用できる技能を身に付ける。 

（思判表力）目的や場面、状況などに応じて、基本的な語彙や文法の知識を活用して、適切

に表現したり伝え合ったりする力を養う。 

（学・人）英語の背景にある多様な文化や考え方に対する理解を深め、相手に配慮しながら

主体的に円滑なコミュニケーションを図ろうとする態度を養う。 

学期 時数 題材名 

１
学
期 

24 

Lesson 7 Artificial Intelligence 

COMMUNICATE+ １ 

Lesson 8  The Mystery of Colors 

FOCUS+ 1 

２

学

期 

 

２８ 

Lesson 9 Street Performers 

Lesson 10 The Culture of Selfies 

Lesson 11 Finland 

 

3 

学 

期 

 

 

 

18 

Lesson12 In Order to Spend Happy Life 

FOCUS+ 2 

COMMUNICATE+ 2 

Reading Cremona 



令和７年度 情報Ⅰ Ⅰ課程Ａ 年間指導計画 

 

配当時数 生徒について 担当者 

７０ ３年  

年
間
目
標 

（知及技）（1） 情報と情報技術及びこれらを活用して問題を発見・解決する方法について理

解を深め技能を習得するとともに，情報社会と人との関わりについての理解を深めるよう

にする。 

（思判表力）（2） 様々な事象を情報とその結び付きとして捉え，問題の発見・解決に向けて

情報と情報技術を適切かつ効果的に活用する力を養う 

（学・人）（3） 情報と情報技術を適切に活用するとともに，情報社会に主体的に参画する態

度を養う 

学期 時数 題材名 

１
学
期 

24 

１  情報社会 

２ 情報社会の法規と権利 

３ 情報技術が築く新しい社会 

４メディアとコミュニケーション 

２
学
期 

28 

１情報デザイン 

２情報デザインの実践 

３情報システムの構成 

４情報のデジタル化 

５情報通信ネットワーク 

６情報セキュリティ 

３
学
期 

18 

１問題解決 

２データの活用 

３モデル化 

４シミュレーション 

５プログラミングの方法 

６プログラミングの実践 



令和７年度 LHR Ⅰ課程 A 年間指導計画 

 

 

配当時数 生徒について 担当者 

３５ ３年  

年間目標 

〇(知及技)多様な他者と協働する様々な集団生活の意義や活動を行う上で必要となることについて理解し、行動の仕方を身

に付けるようにする。 

〇(思判表力)集団や自己の生活、人間関係の課題を見いだし、解決するための話し合い、合意形成を図ったり、意思決定し

たりすることができるようにする。 

〇(学・人)自主的、実践的な集団活動を通して身に付けたことを生かして、集団や社会における生活及び人間関係をよりよ

く形成するとともに、人間としての生き方についての考えを深め、自己実現を図ろうとする態度を養う。 

学期 時数 単元・題材の目標 
単元・ 

題材の評価規準 

単元・ 

題材名 
単元・題材の活動内容 

1
学
期 

12 

・個人目標を決める。 

・学級での自分の役割を

確認する。 

・校内外を散策し、環境

把握をする。 

・平和について考える。 

・実習先や就業体験の目

的を確認する。 

・１学期の振り返りを行

う。 

(知及技)多様な他

者と協働するする

様々な集団活動の

意義や、活動を行

う上で必要となる

ことについて理解

している。 

自己の生活の充

実・向上や自己実

現に必要となる情

報及び方法を理解

している。 

よりよい生活や社

会を構築するため

の話し合い活動の

進め方、合意形成

の図り方などの技

能を身につけてい

る。 

 

(思判表力)所属す

る様々な集団や自

己の生活の充実・

向上のため、問題

を発見し、解決法

を話し合い、合意

形成を図り、意思

決定をしたりして

実践している。 

 

(学・人)生活や社

会、人間関係をよ

りよく構築するた

めに、自主的に自

己の役割や責任を

果たし、多様な他

者と協働して実践

しようとしてい

る。 

主体的に人間とし

ての在り方生き方

について考えを深

め、自己実現を図

ろうとしている。 

年間計画を立

てる 

凡事徹底とは 

道徳的内容 

平和学習 

交流学習 

進路について 

1 学期の反省・

夏休みの計画 

・学級目標、個人目標を立てる。（思） 

・クラスの係活動の内容を話し合う。（知） 

・凡事徹底の言葉の意味とクラスでできる、個人ででき

る凡事徹底を考えることができる。（思）（主） 

・他者との関わり方について考える。（思） 

・平和講話への参加等を通し、戦争の悲惨さ、平和の尊

さを考える。（思） 

・他校生徒との交流を深めことができる。（思）（主） 

・キャリアパスポートを活用し、進路について考える。

（思）（主） 

・就業体験（校内実習）について、準備や確認ができる

。（知）（主） 

・1学期を振り返り、自らの課題を見つけ、夏休みの計画

を考える。（思） 

2
学
期 

14 

・見通しを持って２学期

をスタートする。 

・運動会・修学旅行に向

けて、活動をする。 

・自分の進路に向けて準

備する。 

・２学期の振り返りを行

う。 

２学期の活動

計画 

道徳的内容 

 

運動会・修学

旅行に向けて 

 

 

進路について 

 

 

 

読書月間に向

けて 

点字について 

交流学習 

冬休みに向け

て 

・２学期の行事を確認し、教室環境整備ができる。(思)

（主） 

・集団や社会との関わりに関することについて考える。

（思）（主） 

・夏休みを振り返り、2学期の目標を立てる。 

（思）（主） 

・運動会・修学旅行の役割分担等について確認し、各自

の仕事について自覚して行動できる。（知）（主） 

・これまでの準備等反省をし本番に向けて確認できる。

（知）（主） 

・自分の進路について必要なことを考え準備できる。(

思）（主） 

・身だしなみやマナーについて考え、理解を深める。 

（知）（思） 

・進路講話に参加、キャリアパスポートを活用し、自分

の進路について考えることができる。（思）（主） 

・読書講話に参加する。（思） 

・点字をより深く理解する。（知） 

・他校生徒との交流を深めことができる。（思）・学期

を振り返り、充実した年末年始になるよう、計画する。

（思）（主） 

3
学
期 

9 

・見通しを持って３学期

をスタートする。 

・３年間を振り返る。 

・卒業後の進路に備え

る。 

 

新年を迎えて 

道徳的内容 

卒業後の生活

について 

卒業式に向け

て 

３年間を振り

返る 

・新年の目標、テストに向けて計画を立てる。（思） 

・相手との会話について考える。（思）（主） 

・希望の進路へ向けて情報収集する。（知）（思） 

・身だしなみやマナーについて考え、理解を深める。 

（知）（思） 

・卒業式に向けての諸活動に取り組む。（思）（主） 

・１年間の成果と課題を振り返り、今後の学習の見通し

をもつ。（思）（主） 



令和７年度  総合的な探究の時間 Ⅰ課程 A 年間指導計画 

配当時数 生徒について 担当者 

３５ ２年、３年生  

年間目標 

 探求的な見方・考え方を働かせ、横断的・総合的な学習を行うこと通して、自己の在り方生き方

を考えながら、よりよく課題を発見し解決していくための資質・能力を育成する。 

(知及技) 探求の過程において、課題の発見と解決に必要な知識及び技能を身に付け、課題に関わる概念を形

成し、探求の意義や価値を理解するようにする。 

(思判表力) 実社会や実生活と自己との関わりから問いを見いだし、自分で課題を立て、情報を集め、整理・

分析して、まとめ・表現することができるようにする。 

(学・人) 探求に主体的・協働的に取り組むとともに、互いのよさを生かしながら、新たな価値を創造し、よ

りよい社会を実現しようとする態度を養う。 

学期 時数 単元・題材の目標 単元・題材の評価規準 単元・題材名 単元・題材の活動内容 

1
学
期 

 
 
 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

12 

年間の計画を話

し合い立てる。 

高等部の生徒の

名前や声を覚え、

交流を図る。 

沖縄戦について

調べ、自分の意見

を持つ 

 

就労について考

え将来の仕事に

ついて考える 

 

 

1 学期の活動を振

り返る 

【知・技】 

地域や社会の人、もの、

ことに関わる探求の過程

において、課題の解決に必

要な知識及び技能を身に

つけるとともに、地域や社

会の特徴やよさに気づき、

それらが人々の関わりや

協働によって支えられて

いることに気づいている。 

 

【思・判・表】 

 地域や社会の人、もの、

ことと自分自身との関わ

りから問いを見いだし、そ

の解決に向けて仮説を立

てたり、調査して得た情報

を基に分析したりする力

を身につけるとともに、論

理的にまとめ・表現しり力

を身につけている。 

 

【主学】 

地域や社会の人、もの、こ

とについての探求活動に

主体的・協働的に取り組も

うとしているとともに、互

いのよさを生かしながら、

持続可能な社会を実現す

るために行動し、社会に貢

年間計画 

 

ビジネスマナー 

SST  

 

就業体験事前学

習・事後学習 

 

 

1 学期のまとめ 

・今年度の計画を立て

る。 

 

・新入生を盛大に迎え

る。 

・自己紹介をする。 

・沖縄戦について調

べ、調べたことについ

て質問や意見交換を

行う 

・調べたことをまと

め発表・意見交換す

る。 

・校内実習の事前学

習や事後学習を通し

て、働くことの意味や

自分の適性及び課題

を知る。 

・１学期の学習を振

り返る。 

2
学
期 

 
 
 
 
 
 
 

14 

2 学期の計画を話

し合う。 

 

先輩方の話を聞

き、就労について

考え将来の仕事

について考える 

2 学期の学習計

画 

 

専攻科の体験授

業依頼をしよう 

 

 

・2 学期の学習計画を

立てる。 

・社会で必要とされ

る能力について学ぶ。 

・公共交通機関を利

用したスケジュール

を自分達で立てる。 



 

 

 

２学期の活動を

振り返る 

献しようとしている。 2 学期のまとめ 

 

 

・２学期の学習を振

り返る。 

3
学
期 

 
 
 
 
 
 

９ 

３学期の計画を

話し合う。 

  

計画を立てて、協

力して調理実習

を行う。  

 

１年の活動を振

り返る 

新年の抱負 

 

バリアフリース

ポーツを考えよ

う 

 

振り返り 

・新年の抱負を発表

する。 

 

・計画を立てて調理

実習を行う。 

 

・身につけておくべ

きことを再確認する。 

・一年間の振り返り

をする。 



令和７年度 現代の国語 Ⅰ課程Ｂ 年間指導計画 

 

配当時数 生徒について 担当者 

１０５ １年  

年
間
目
標 

(知及技) 実社会に必要な国語の知識や技能を身につけるようにする。 

(思判表力) 論理的に考える力や深く共感したり豊かに想像したりする力を伸ばし、他者との関

わりの中で伝え合う力を高め、自分の思いや考えを広げたり深めたりすることができるようにす

る。 

(学・人) 言葉がもつ価値への認識を深めるとともに、生涯にわたって読書に親しみ自己を向上さ

せ、我が国の言語文化の担い手としての自覚をもち、言葉を通して他者や社会に関わろうとする

態度を養う。 

学期 時数 題材名 

１
学
期 

３６ 

まだ知らない自分に出会う 

届く言葉 

評論の読み方 

分かりやすい説明をする 

不思議な拍手 

水の東西 

文化の東西 

発想を広げて課題を見つける 

新聞記事をもとに問いを作り、意見をまとめる 

２
学
期 

４０ 

まちの豊かさとは何か 

時間と自由の関係について 

コミュニティのこれから 

本を紹介する 

調べた情報を説明資料にまとめる 

真の自立とは 

自立と市場 

３
学
期 

２９ 

共鳴し引き出される力 

文章を読み比べるために 

異なる主張の文章を読み比べて自分の意見を書く 

情報を整理しながら話し合う 

人工知能はなぜ椅子に座れないのか 

白 

人間の境界 

少女たちの「ひろしま」 



１年

学
期

時
数

年
間
を
通
し
て

新聞を読んで時事に関心を持とう（NIE）

第１章　社会の中の私たち
第１節　青年期と社会参画
第２節　宗教・思想・伝統文化と社会

第２章　思想から学ぶべきもの平和について考えよう
第１節　倫理的な見方・考え方

第３章　私たちの社会の基本原理
第１節　社会の基本原理と憲法の考え方

第２部　社会のしくみと諸課題 第１章　私たちと法
第１節　法の意義の司法参加

第２章　私たちと政治
第１節　民主社会と政治参加
第２節　国際政治の動向と平和の追求

第３章　私たちと経済
第１節　市場経済のしくみ
第２節　豊かな社会の実現
第３節　国際経済の動向と格差是正

第３章　私たちと経済
第１節　市場経済のしくみ
第２節　豊かな社会の実現
第３節　国際経済の動向と格差是正

第３部　　持続可能な社会の実現に向けて
課題探求学習
・日本の発電エネルギーについて
・パリ協定目標達成のために国際社会に必要なことについ
て

16

担当者

年間目標

(知及技）現代の諸課題を捉え考察し、選択・判断するための概念や理論について理解し、諸資料から倫理的主体など
どして活動するために必要となる情報を効果的に調べまとめる技能を身に付ける。
(思判表力)公共的な空間における基本的原理を活用して、合意形成や社会参画について議論する力を養う。
(学･人)国民主権を担う公民として、協力し合うことの大切さについての自覚などを深める。

３
学
期

1
学
期

22

２
学
期

　令和７年度 　公共  Ⅰ課程Ｂ 年間指導計画　

32

単元名

第１部　私たちがつくる社会

配当時数 生徒

70



令和７年度 数学Ⅰ Ⅰ課程Ｂ 年間指導計画 

配当時数 生徒について 担当者 

140 １年  

年
間
目
標 

（知及技）基本的な概念や原理・法則を体系的に理解するとともに、事象を数学化したり、

数学的に解釈したり、数学的に表現・処理したりする技能を身に付けるようにする。 

（思判表力）数や式を多面的にみて目的に応じて適切な手法を選択して変形や分析を行い、

事象を的確に表現してその特徴を表、式、グラフを相互に関連付けたり、図形の性質や計量

について論理的な視点で問題を解決したりして、解決の過程や結果を批判的に考察、判断す

る力を養う。 

（学・人）数学のよさを認識して活用し、粘り強く考え数学的論拠に基づいて判断しようと

する態度、問題解決の過程を振り返って考察を深め、評価・改善しようとする態度や創造性

の基礎を養う。 

学期 時数 章 題材名 

１

学

期 

48 

第
１
章 

数
と
式 

１．多項式の加法と減法 

２．多項式の乗法 

３．因数分解 

４．実数 

５．根号を含む式の計算 

６．不等式の性質 

７．1次不等式 

８．絶対値を含む方程式・不等式 

第
２
章 

 

集
合
と
命
題 

１．集合 

２．命題と条件 

３．命題とその逆・対偶・裏 

４．命題と証明 

２

学

期 56 

第
３
章 

２
次
関
数 

１．関数とグラフ 

２．2次関数のグラフ 

３．2次関数の最大・最小 

４．2次関数の決定 

５．2次方程式 



 

６．2次関数のグラフと x軸の位置関係 

７．2次不等式 

第
４
章 

図
形
と
計
量 

１．三角比 

２．三角比の相互関係 

３

学

期 

36 ３．三角比の拡張 

４．正弦定理 

５．余弦定理 

６．正弦定理と余弦定理の応用 

７．三角形の面積 

８．空間図形への応用 

第
５
章 

デ
ー
タ
の
分
析 

１．データの整理 

２．データの代表値 

３．データの散らばりと四分位数 

４．分散と標準偏差 

５．2つの変量の間の関係 

６．仮説検定の考え方 



令和７年度 地学基礎 Ⅰ課程 B 年間指導計画 

 

配当時数 生徒について 担当者 

７０ １年  

年
間
目
標 

（知及技）日常生活や社会との関連を図りながら，地球や地球を取り巻く環境への関心を高

め、観察，実験などを行うことを通して，基本的な概念や原理・法則を理解する。 

（思判表力）探究の過程を通して，問題を見いだすための観察，情報の収集，仮説の設定，

実験の計画，実験による検証，調査，データの分析・解釈，推論などの探究の方法が習得

できている。 

（学・人）主体的に関わり，それらに対する気付きから課題を設定し解決しようとする態度

が養われている。その際，生命を尊重し，自然環境の保全に寄与する態度が養われている。 

学期 時数 題材名 

１
学
期 

24 

・地球の形と大きさ 

・地球内部の構成 

・プレートの運動 

・火山と地震 

２
学
期 

28 

・地層と化石 

・古生物の変遷と地球環境 

・大気の構造と運動 

・大気の大循環 

・海洋の構造と海水の運動 

・日本の四季の気象と気候 

３
学
期 

18 

・太陽系の中の地球 

・太陽とその進化 

・宇宙のすがた 

・地球の環境 



令和７年度 体育 Ⅰ課程 AB 年間指導計画 

配当時数 生徒について 担当者 

70  1 年、２年、３年  

年間目標 

(知及技) 各種の運動の特性に応じた技能等及び社会生活における健康・安全について理解するとともに、技能を身に付けるようにする。 

(思判表力) 運動や健康についての自他や社会の課題を発見し、合理的、計画的な解決に向けて判断するとともに、他者に伝える力を養う。 

(学・人) 渉外にわたって継続して運動に親しむとともに健康の保持増進と体力の向上を目指し、明るく豊かで活力ある生活を営む態度を養う。 

学期 時数 単元・題材の目標 単元・題材の評価規準 
単元・

題材名 

単元・題材の活動

内容 

1
学
期 

24 

・体つくり運動 

ア 体ほぐしの運動では，手軽な運

動を行い，心と体は互いに影響し

変化することや心身の状態に気付

き，仲間と自主的に関わり合うこ

と。 

イ 実生活に生かす運動の計画で

は，ねらいに応じて，健康の保持増

進や調和のとれた体力の向上を図

るための運動の計画を立て取り組

むこと。 

 

 

 

 

 

 

・球技 

勝敗を競う楽しさや喜びを味わ

い，技術の名称や行い方，体 

力の高め方，運動観察の方法など

を理解するとともに，作戦に応じ

た技能で仲間と連携しゲームを展

開すること。 

 

 

・水泳 

記録の向上や競争の楽しさや喜び

を味わい，技術の名称や行 

い方，体力の高め方，運動観察の方

法などを理解するとともに，効率

的に泳ぐこと。 

 

 

【知・技】体を動かす楽しさや心地よさを深

く味わい、その行い方や方法を理解すること

ができる。 

【思・判・表】体の動きを高める運動につい

て自他の課題を発見することができる。 

【主学】きまりを守り、自己の役割を果たし

仲間と協力することができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【知識・技能】球技の楽しさや喜びを味わい、

簡易化されたゲームを行うことができる。 

【思考力・判断力・表現力】球技についての

自他の課題を発見することができる。 

【学びに向かう力】きまりやルール、マナー

などを守り、仲間と協力することができる。 

 

 

 

【知識・技能】水泳の楽しさや喜びを深く味

わうことができる。 

【思考力・判断力・表現力】水泳について自

他の課題を発見することができる。 

【学びに向かう力】きまりやルール、マナー

などを守り、安全を確保することができる。 

 

・体つくり

運動 

 

 

 

 

 

 

 

 

・マイトレ

ー ニング

を作ろう 

 

 

・球技 

 

 

 

 

 

 

 

 

・水泳 

・体ほぐし運動 （ラジ

オ体操、ストレッチ） 

・集合・整列 

・体力測定   

５０ｍ走、100ｍ走、ボ

ール投げ、握力、上体

起こし、反復横跳び、

長座体前屈、立ち幅跳

び、ｼｬﾄﾙﾗﾝ  

 

・サーキット 

・トレーニング作り 

 

 

 

・フロアバレーボール 

 

 

 

 

 

 

 

 

・水中運動（歩く・走

る・ジャンプ） 

バタ足、水に潜る、呼

吸法（息継ぎ）、クロー

ル、平泳ぎ 

2
学
期 

28 

・ダンス 

感じを込めて踊ったり，みんなで

自由に踊ったりする楽しさや喜び

を味わい，ダンスの名称や用語，踊

りの特徴と表現の仕方，交流や発

表の仕方，運動観察の方法，体力の

高め方などを理解するとともに，

イメージを深めた表現や踊りを通

した交流や発表をすること。 

・球技 

勝敗を競う楽しさや喜びを味わ

い，技術の名称や行い方，体 

力の高め方，運動観察の方法など

を理解するとともに，作戦に応じ

た技能で仲間と連携しゲームを展

【知識・技能】ダンスの楽しさや喜びを深く

味わうことができる。 

【思考力・判断力・表現力】ダンスについて

自他の課題を発見することができる。 

【学びに向かう力】一人一人の表現や役割を

認め助け合うことができる。 

 

 

 

 

【知識・技能】球技の楽しさや喜びを味わい、

簡易化されたゲームを行うことができる。 

【思考力・判断力・表現力】球技についての

自他の課題を発見することができる。 

【学びに向かう力】きまりやルール、マナー

・ダンス 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・球技 

・伝統的なダンス(エ

イサー) 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ゴールボール 

・サウンドテーブルテ

ニス 

 



 

開すること。 などを守り、仲間と協力することができる。 

 

3
学
期 

18 

・陸上競技 

記録の向上や競争の楽しさや喜び

を味わい，技術の名称や行 

い方，体力の高め方，運動観察の方

法などを理解するとともに，各種

目特有の技能 

を身に付けること。 

 

・球技 

勝敗を競う楽しさや喜びを味わ

い，技術の名称や行い方，体 

力の高め方，運動観察の方法など

を理解するとともに，作戦に応じ

た技能で仲間と連携しゲームを展

開すること。 

【知識・技能】陸上競技の楽しさや喜びを味

わうことができる。 

【思考力・判断力・表現力】陸上競技につい

て自分の課題を発見することができる。 

【学びに向かう力】陸上競技のきまりやルー

ル、マナーなどを守って安全に運動すること

ができる。 

 

【知識・技能】球技の楽しさや喜びを味わい、

簡易化されたゲームを行うことができる。 

【思考力・判断力・表現力】球技についての

自他の課題を発見することができる。 

【学びに向かう力】きまりやルール、マナー

などを守り、仲間と協力することができる。 

・陸上競技 

 

 

 

 

 

 

 

・球技 

・長距離走、持久走 

 

 

 

 

 

 

 

・フロアバレーボール 

・風船バレー 



令和７年度 音楽Ⅰ Ⅰ課程Ｂ 年間指導計画 

配当時数 生徒について 担当者 

７０ １年  

年
間
目
標 

（知及技）音楽の多様性について理解し、創意工夫を生かした音楽表現をするために必要な

技能を身に付ける。 

（思判表力）音楽表現を創意工夫するとともに、音楽のよさや美しさを味わうことができる。 

（学・人）主体的・協働的に音楽の幅広い活動に取り組み、生涯にわたり音楽を愛好する心

情を育み、音楽によって生活や社会を明るく豊かにする態度を養う。 

学期 時数 題材名 

１
学
期 

24 

正しい発声を身に付けて、豊かな響きで歌おう 

音色を工夫したり、リズムパターンを変化させたりしてリズム合奏を楽しもう 

これは音楽だといえるだろうか？音楽って何だろう？ 

日本語の響きや歌詞の内容、曲の背景を理解して、ふさわしい歌声で表現しよう 

ガムラン《ランチャラン マニャルセウ》の音楽の構造を理解し、ガムラン音楽とイ

ンドネシアの風土や気候との関わりを考えよう 

２
学
期 

28 

イタリア語の発音の特徴を捉え、曲の雰囲気を楽しみながら歌おう 

２人の作曲家による《野ばら》を、それぞれの雰囲気を生かして歌おう 

日本の民謡や民俗芸能の特徴を知って、沖縄・奄美群島のさまざまな音楽を聴いてそ

の特徴を感じ取ろう 

《六段の調》の唱歌をよく聴いて覚え、箏の演奏に生かそう 

オペラ《椿姫》に描かれた社会のあり方を理解してオペラならではの表現を感じ取り、

〈乾杯の歌〉を歌おう 

ベートーヴェンの交響曲第９番第４楽章を聴いて、この曲に込められた作曲者の思い

を話し合おう 

変奏や編曲に挑戦して、つくった作品を発表しよう 

３
学
期 

18 

《ウエスト サイド ストーリー》の社会背景を理解して鑑賞し、〈Tonight〉を歌い、

〈America〉の器楽合奏を楽しもう 

物語と音楽との関わりを理解し、《魔法使いの弟子》で作曲者が工夫したことを探求

しよう 

歌詞に込められた主張を受け止めて歌おう 



令和７年度 美術Ⅰ Ⅰ課程 B 年間指導計画 

 

 

配当時数 生徒について 担当者 

70 １年  

年間目標 

(知及技) 対象や事象を造形的な視点で理解を深め、意図に応じ表現を創意工夫し、創造的に表す。 

(思判表力) 造形的なよさや面白さ、美しさ、表現について考え、発想し構想し、見方や感じ方を深める。 

(学・人) 主体的に創造活動に取り組み、美術を通して、心豊かな生活や社会を創造していく態度を養う。 

学期 
時

数 

単元・題材

の目標 
単元・題材の評価規準 単元・題材名 単元・題材の活動内容 

1
学
期 

２ 

美術とは何か

を話し、身体

を 通 し て 感

じる。 

【知・技】美術とは何かについて他の人の経

験も踏まえ再考できたか。 

【思・判・表】自分なりの美術観を言語化す

ることできたか。 

【主学】主体的に学習に参加することができ

たか。 

オリエンテーシ

ョン 

・これまでの経験を振り

返る 

・美術でやること、美術の

意味について考える 

22 

打 つ 行 為 か

ら 表 現 を 生

み 出 す こ と

ができる 

【知・技】安全に釘を打つことができたか 

【思・判・表】行為の中に意図を持つことが

できたか 

【主学】主体的に学習に参加することができ

たか。 

レリーフ作り ・釘やピンなどを打つ 

・レリーフを作る 

2
学
期 

16 

木を磨き、素

材 の 変 化 か

ら 表 現 を す

る。 

【知・技】テクスチャについて学ぶ。 

【思・判・表】自分の好きなサイズやテクス

チャを意識して表現することができたか。 

【主学】主体的に学習に参加することができ

たか。 

彫刻 

気持ちのいい形 

・木に触れ違いを感じる 

・自分の持ちやすい木片

を作る 

14 

土 の 扱 い 方

を 理 解 し 造

形をする。 

【知・技】粘土の性質を理解する。 

【思・判・表】自分の作りたい形を土に触れ

ながら思考し、表現する。 

【主学】主体的に学習に参加することができ

たか。 

粘土で陶器を作

る 

・土作り 

・粘土からの造形 

3
学
期 

12 

土 の 扱 い 方

を 理 解 し 造

形をする。 

【知・技】粘土の性質を理解する。 

【思・判・表】自分の作りたい形を土に触れ

ながら思考し、表現する。 

【主学】主体的に学習に参加することができ

たか。 

粘土で陶器を作

る 

・土作り 

・粘土からの造形 

６ 

言 葉 が ど の

よ う な イ メ

ー ジ を 生 む

か 意 識 す る

こ と が で き

たか 

【知・技】言葉を使ったアート作品とその意

図を理解することができる。 

【思・判・表】音を発生する装置を使い、共

同で表現する。 

【主学】主体的に学習に参加することができ

たか。 

言葉とイメージ ・言葉を使った作品の制

作 



令和７年度 英語コミュニケーションⅠ Ⅰ課程Ｂ 年間指導計画 

 

配当時数 生徒について 担当者 

105 １年  

年
間
目
標 

（知及技）語彙や表現を適切に活用しようとする態度を養う。 

（思判表力）場面に応じて、適切に表現したり伝え合ったりする力を養う。 

（学・人）主体的にコミュニケーションを図ろうとする態度を養う。 

学期 時数 題材名 

１
学
期 

36 

GET READY 1～4 

Lesson 1 The Beautiful Scenery 

Lesson 2 My Best Friend 

２
学
期 

42 

Lesson 3 Love for Dance 

FOCUS+ 1 

Lesson 4 Endangered Species 

Lesson 5 The History of Chocolate 

３
学
期 

27 

Lesson 6 Our School 

FOCUS+ 2 

COMMUNICATE+ 1 



令和７年度 家庭総合 Ⅰ課程Ｂ 年間指導計画 

 

配当時数 生徒について 担当者 

７０ １年  

年
間
目
標 

（知及技）人間の生涯にわたる発達と生活の営みを総合的に捉え、家族・家庭の意義，家族・

家庭と社会との関わりについて理解を深め，家族・家庭，衣食住，消費や環境などについて、 

生活を主体的に営むために必要な理解を図るとともに、それらに係る技能を身に付けるよう

にする。  

（思判表力）家庭や地域及び社会における生活の中から問題を見いだして課題を設定し、解 

決策を構想し、実践を評価・改善し、考察したことを根拠に基づいて論理的に表現するなど、 

生涯を見通して生活の課題を解決する力を養う。 

（学・人） 様々な人々と協働し、よりよい社会の構築に向けて，地域社会に参画しようとす

ると。ともに、自分や家庭、地域の生活を主体的に創造しようとする実践的な態度を養う。 

学期 時数 題材名 

１
学
期 

24 

家庭科の学び方―学習から実践へ 

生涯発達する自分―人と人とのつながりのなかで 

青年期を生きる、キャリアの形成、ワークライフバランスを求めて 

家族・家庭の働き、パートナーと出会う 

結婚と変化する家族、家族に関する法律 

次世代をはぐくむ、命のはじまり、乳幼児の体と心の発達 

親と子のかかわり、乳幼児の生活と安全、子どもの成長と遊び 

調理実習① 家族の食事をつくろうー和風献立 

２

学

期 

２８ 

私たちと食事、健康に配慮した食生活、食生活の変化 

持続可能な食生活、食生活の文化 

人体と栄養、五大栄養素、嗜好品と健康食品 

食品の選択と保存、食品の安全と衛生 

栄養バランスのよい食事、食品群と摂取量のめやす、ライフステージと食事 

献立作成の手順、調理の基本 

調理実習② 家族の食事をつくろうー洋風献立 

３
学
期 

18 

私たちと住まい、平面図の活用、住まいのインテリア 

長く住み続けるために、生涯を見通した住まいの工夫 

快適で健康な住まい、安全で安心な住まい、住まいと地域社会のかかわり 

調理実習③ 短時間で手早くつくろうーお弁当 



令和 7年度 LHR Ⅰ課程 B 年間指導計画 

 

 

配当時数 生徒について 担当者 

３５ １年  

年間目標 

〇(知及技)多様な他者と協働する様々な集団生活の意義や活動を行う上で必要となることについて理解し、行動の仕方を身

に付けるようにする。 

〇(思判表力)集団や自己の生活、人間関係の課題を見いだし、解決するための話し合い、合意形成を図ったり、意思決定し

たりすることができるようにする。 

〇(学・人)自主的、実践的な集団活動を通して身に付けたことを生かして、集団や社会における生活及び人間関係をよりよ

く形成するとともに、人間としての生き方についての考えを深め、自己実現を図ろうとする態度を養う。 

学期 時数 単元・題材の目標 
単元・ 

題材の評価規準 

単元・ 

題材名 
単元・題材の活動内容 

1
学
期 

12 

・学校にはどんな人がい

て、どんなルールがある

のかを確認できたか 

・集団生活の最低限のマ

ナーを個々の事象から考

えたか 

(知及技)多様な他

者と協働するする

様々な集団活動の

意義や、活動を行

う上で必要となる

ことについて理解

している。 

自己の生活の充

実・向上や自己実

現に必要となる情

報及び方法を理解

している。 

よりよい生活や社

会を構築するため

の話し合い活動の

進め方、合意形成

の図り方などの技

能を身につけてい

る。 

 

(思判表力)所属す

る様々な集団や自

己の生活の充実・

向上のため、問題

を発見し、解決法

を話し合い、合意

形成を図り、意思

決定をしたりして

実践している。 

 

(学・人)生活や社

会、人間関係をよ

りよく構築するた

めに、自主的に自

己の役割や責任を

果たし、多様な他

者と協働して実践

しようとしてい

る。 

主体的に人間とし

ての在り方生き方

について考えを深

め、自己実現を図

ろうとしている。 

学校のルール 

 

集団のマナー 

 

 

・多様な人の存在を理解する。（知） 

・多様な人といかに生活するのかを考える。（思）（主

） 

・他者との関わり方について考える。（思） 

2
学
期 

14 

・運動会に参加するとは

どういうことか考えられ

たか 

 

・やりたいことを実現す

るため必要なことを考え

たか 

 

・薬物のリスクについて

考えたか 

運動会について 

 

やりたいことを

やるために 

 

薬物のリスク 

・運動会ではどのように振る舞うのが全体として面白い

のかを考え行動する。（知）（主） 

・やりたいことが出来るようになるために最低限必要な

ことについて考え、自分なりの答えを出していく。（知

）（主） 

・薬物と法、マナー、生き方について考え、自分なりの

答えを出していく。（思）（主） 

3
学
期 

9 

・ストレスをいかに解消

するのかを思考できたか 

・１年間を振り返ること

ができたか 

・卒業・進級後の目標を

考えたか 

 

ストレス回避 

 

振り返り 

 

目標設定 

・一年を振り返り、自分の中の変化を客観的に捉える。

（思） 

・ストレスとは何かから依存や、人生観について考える

。（知）（思） 

・卒業後や進級後についての自分なりのイメージや目標

を考える。（思）（主） 



令和７年度  総合的な探究の時間 Ⅰ課程 B 年間指導計画 

 

 

配当時数 生徒について 担当者 

３５ 1 年  

年間目標 

 探求的な見方・考え方を働かせ、横断的・総合的な学習を行うこと通して、自己の在り方生き方を考

えながら、よりよく課題を発見し解決していくための資質・能力を育成する。 

(知及技) 探求の過程において、課題の発見と解決に必要な知識及び技能を身に付け、課題に関わ

る概念を形成し、探求の意義や価値を理解するようにする。 

(思判表力) 実社会や実生活と自己との関わりから問いを見いだし、自分で課題を立て、情報を集

め、整理・分析して、まとめ・表現することができるようにする。 

(学・人) 探求に主体的・協働的に取り組むとともに、互いのよさを生かしながら、新たな価値を創造

し、よりよい社会を実現しようとする態度を養う。 

学

期 

時

数 
単元・題材の目標 単元・題材の評価規準 単元・題材名 単元・題材の活動内容 

1
学
期             

12 

校内の場所を把握

する 

 

働くことについて考

える 

【知・技】 

地域や社会の人、もの、こと

に関わる探求の過程におい

て、課題の解決に必要な知

識及び技能を身につけると

ともに、地域や社会の特徴

やよさに気づき、それらが

人々の関わりや協働によっ

て支えられていることに気づ

いている。 

【思・判・表】 

地域や社会の人、もの、こと

と自分自身との関わりから

問いを見いだし、その解決に

向けて仮説を立てたり、調査

して得た情報を基に分析し

たりする力を身につけるとと

もに、論理的にまとめ・表現

しり力を身につけている。 

【主学】 

地域や社会の人、もの、こと

についての探求活動に主体

的・協働的に取り組もうとし

ているとともに、互いのよさ

を生かしながら、持続可能

な社会を実現するために行

動し、社会に貢献しようとし

ている。 

地域の作物につい

て知る 

 

就 業 体 験 事 前 学

習・事後学習 

・沖縄県の作物を学習し

、栽培する。 

 

・校内実習の事前学習

や事 後 学 習 を通 して、

働 くことの意 味や自 分

の 適 性 及 び 課 題 を 知

る。 

・ １ 学 期 の 学 習 を 振 り

返る。 

2
学
期         

14 

汗をかいて、働いて

みよう 

野 菜 の 栽 培 と 収

穫 

 

野 菜 を 使 っ た 調

理 

 

料理の開発 

・野菜を栽培し、収穫す

る。 

 

・調理器具などの使い

方 を知 り、簡 単 な調 理

方法を学ぶ。 

 

・調理の基本から、新し

い料理を開発する。 

3
学
期       

９ 

販売活動を通じて

感謝されて、感謝す

る 

生産物の販売 

 

お菓子作りと販売 

・収穫した野菜の販売

をする。 

 

・お菓子を制作して販売

する。 



令和７年度 国語 Ⅱ課程Ａ 年間指導計画 

配当時数 生徒について 担当者 

70 ２年・３年  

年間目標 

 言葉による見方・考え方を働かせ、言語活動を通して、国語で理解し表現する資質・能力を

育成することを目指す。 

(知及技) 日常生活に必要な国語について、その特質を理解し使うことができるようにする。 

(思判表力) 日常生活における人との関わりの中で伝え合う力を身に付け、思考力や想像力を

養う。  

(学・人) 言語で伝え合うよさを感じるとともに、言語感覚を養い、国語を大切にしてその能

力の向上を図る態度を養う。 

学期 時数 
単元・題材の目

標 
単元・題材の評価規準 単元・題材名 単元・題材の活動内容 

1
学
期 

 
～ 

 
 
 

3
学
期 

70 

・集中して物語の
朗読を聴くことが
できる。 
・物語の感想を簡
単な文章にまとめ
られる。 
・あらすじや心情
をよみ取れる。 
 
・詩や短文、物語
や古典文学の冒頭
を覚える。 
 
・沖縄の言葉に興
味をもつことがで
きる。 
 
・挨拶や適切な言
葉遣いができる。 
 
・一文字ずつ、は
っきり早く言葉を
発することができ
る。 
 
・自分の好きなこ
とや今、考えてい
ることなどを文章
にし、発表する。 
 
・毎月や季節ごと
の行事を知る。 

 
 
・点字記録会に参
加できる。 
 
・教師が読む行事
の資料の内容を静
かに聞いたり、復
唱したりできる。 
 

・卒業生や先生に

思い出やお礼を手

紙で伝えることが

できる。 

【知識・技能】 

・物語等の読み聞かせを

聞き言葉の響きやリズム

に親しんだ。 

・出来事や経験したこと

を伝え合う体験を通して、

いろいろな文の表現に触

れることができた。 

【思考力・判断力・表現力

等】 

・見聞きしたことのあら

ましや自分の気持ちなど

について思いついたり、考

えたりすることができた。 

・見聞きしたり、経験した

りしたことから、伝えたい

順序を考えた。 

・書いた語句や文を読み、

間違いを正すことができ

た。 

・友だちの発表に興味を

持って聞くことができた。 

【主体的に取り組む態度】 

・言葉で表すことのよさ

を感じ、言葉を使おうとす

る態度を表すことができ

る。 

読書に親しむ 
 
 
 
名文暗唱 
 
 
 
 
 
 
 
沖縄の方言を学ぶ 
 
 
就業体験について 
 
早口言葉 
 
 
 
意見文を書こう 
 
 
 
季節を楽しむ 
 
点字 
 
 
 
 
学校行事の取り組
み 
 

卒業生や先生に手

紙を書こう 

・物語を聞き、言葉に興
味を持たせる。 
 
・朗読を聞き、簡単な質
問に答える。 
・あらすじや心情を読
み取る問題に取り組
む。 
・教師が読んだ本に対
しての感想を述べる。 
・様々な作品を暗唱し、
味わう。 
・あいさつや数え歌な
どを学習する。 
 
 
・校内実習、就業体験の
しおりを読む。 
 
・早口言葉を練習し、滑
舌や発声の上達を目指
す。 
 
・自分の気持ちなどを
ことばで表現できるこ
とを目指す。 
・月の行事や季節の行
事を紹介し、触覚、嗅
覚、聴覚、味覚を使
い、楽しむ 

・めの字・五十音など一
部に参加する。 
 
・行事の感想等を自ら
考え、みんなに発表す
ることができる。 
 
・手紙の書き出しや相
手のことを思い手紙を
書く。 
 



令和７年度 社会 Ⅱ課程 A 年間指導計画 

年間総時数 70 

 

配当時数 生徒について 担当者 

７０ ３年、２年  

年間目標 

・社会的な見方や考え方を身に付ける。(知及技) 

・社会的な事象を自分の生活と関連付けて考え、社会への関わり方を判断する力を養う。(思・判・表) 

・社会に主体的に関わろうとする態度や、学習したことを社会生活に活用する態度を養う。(学・人) 

学期 時数 単元名 単元目標 学習内容 評価規準 

１ 

２４ 

国や社会のきま

り 

歴史上の人物 

 

 

稲作について 

 

平和について考

えよう。 

○社会のきまり（ルール・規則）

を理解する。（知及技） 

○歴史上の人物に触れ、先人た

ちの考えや言葉について学ぶ。

（知及技） 

○稲作から農業、食生活につい

て考える（思・判・表） 

○平和に対する考えをまとめ

る。（学・人） 

1 国や地方公共団体の

きまり 

2 働く人を守る法律 

3 高橋福治 

4 渋沢栄一 

5 野口英夫 

6 稲作（苗作り、田作

り） 

7 第二次世界大戦から

の学び 

 

社会生活を営む上で大切な

法やきまりがあることを理

解している。(知及理) 

 

生活に関係の深い公共施設

や公共物の役割とその必要

性について理解している。 

（知及理） 

 

・社会生活の中で自分の役

割と責任について考えるこ

とができる。（思・判・表） 

 

・地域の人々と互いに協力

することの大切さを理解す

ることができる。（主・学） 

 

 

２ 

 

２８ 

私達のくらしを

支える社会の仕

組み 

 

公共交通機関 

 

銀行・郵便局 

 

役所での手続き 

 

○貨幣や税金の大きな枠組み、

流れを理解する。(知及技) 

○社会保障制度の種類と必要

性について考える。(思・判・表) 

〇社会福祉の仕組みを理解す

る。(知及技) 

〇自分達の生活と結び付けて

考える(主・学) 

〇公共の交通機関の利用マナ

ーを理解する。(思・判・表) 

〇役所でできる手続きの種類

や方法を理解する。(主・学) 

1 貨幣の種類、税金と

私たちの生活 

2 くらしを守る社会保

障制度 

3 社会福祉について 

4 種類と利用のマナー 

5 金融とは 

6 銀行の仕事 

7 郵便局の仕事 

8 くらしの窓口 

9 主な手続き 

３ 

 

１８ 

警察・消防 

 

病院や保健所 

 

新聞・マスコミ 

 

 

〇警察や消防の働きを理解す

る。(知及技) 

〇病院や保健所の役割を理解

する。(知及技) 

〇マスメディアの意味を理解

し、活用方法について考える。 

(思・判・表) 

〇時事問題について、自ら情報

収集することができる。 

(主・学) 

1 警察の働き 

2 消防の働き 

3 病院の種類と役割 

4 病院の診察 

5 保健所について 

6 マスメディアの広が

り 

7 情報の活用 



令和７年度 数学 Ⅱ課程Ａ 年間指導計画 

 

 

配当時数 生徒について 担当者 

７０ ２年、３年  

年間目標 

(知及技)数量や図形などについての基礎的・基本的な概念や性質などを理解するとともに、日常の事象

を数学的に解釈したり、数学的に表現・処理したりする技能を身につけるようにする。 

(思判表力)日常の事象を 数理的に捉えて筋道を立てて考察する力、基礎的・基本的な数量や図形などの

性質を見いだし統合的・発展的に考察する力、数学的な表現を用いて事象を簡潔・明瞭・的確に現したり

目的に応じて柔軟に表したりする力を養う。 

(学・人)数学的活動の楽しさや数学のよさを実感し、数学的に表現・処理したことを振り返って、より効

率的に問題を解決しようとする態度、数学を生活や学習に活用しようとする態度を養う。 

学期 時数 単元名 単元の目標 単元の活動内容 単元の評価規準 

1
学
期 

24 

数と計算 ・整数の位取りや

簡単な数の加法

減法の計算がで

きる。  

・乗法や除法の用

いられる場面や

意味が分かり、

計算することが

できる。 

・5，10 の合成と分

解  

・一の位、十の位、

百の位、千の位、

万の位  

・数の大小  

・足し算引き算 

・くりあがりのない

加減 

・かけ算九九  

・物の分け方からわ

り算を考えよう。  

 

【知・技】  

○数の位取りについて理解し、整数の加法

減法の計算をすることができる。  

○乗法や除法の意味について理解すること

ができる。  

【思・判・表】  

○計算の仕方を考えたり、計算の確かめを

したりすることができる。  

【主学】  

○加法や減法の計算を学びそれを生活の場

面に活用しようとする。  

○乗法や除法の有用性を認識し、事象の考

察に活用しようとしている。 

2
学
期 

28 

図形 ・図形の名称、構成

要素について理

解している。 

・立体の名称、構成

要素について理

解している。 

・平面図形の面積

や合同の意味に

ついて理解して

いる。 

・頂点・辺・角 

・平行・垂直 

・平面図形の名称と

性質 

・面・底面・側面 

・立体の名称と性質 

・面積の意味 

・平面図形の面積 

【知・技】 

○図形の名称の意味や性質、合同、面積な

どについて理解している。 

【思・判・表】 

○図形について触察し、構成要素から考え、

どのような図形かを判断したり、表現し

たりすることができる。 

【主学】 

○身近にある図形に関心を持ち、面積や角

の大きさについて考えるなど、進んで活

用しようとしている。 

量と測定 

変化と関係 

・物の長さを指や

手のひら道具を

用いて長さを調

べることができ

る。 

・重さの単位、時間

の単位について

理解することが

できる。 

・体の一部と長さ 

・長さの単位 

・長さ作り 

・重さの単位 

・身近な物の重さ調

べ 

・時間の単位 

・指定の時間まであ

と何分、何分後 

【知・技】 

○長さや重さの単位と測定の意味、時間に

ついて理解している。 

【思・判・表】 

○指定された長さや重さを作るために必要

な長さを考え、物を使って表現すること

ができる。 

【主学】 

○長さや重さ、時間について関心をもち、

生活の中で活用しようとしている。 

3
学
期 

18 

データの活用 ・資料を整理した

り、比べたりす

る こ と が で き

る。 

・いろいろなグラ

フの読み方を理

解することがで

きる。 

・好きなもの調べと

資料の整理 

・棒グラフとその見

かた 

・いろいろなグラフ

の見かた 

【知・技】 

○資料を整理し、いろいろなグラフの読み

方や作り方、データを見比べることがで

きる。 

【思・判・表】 

○いろいろなグラフを触察することで、グ

ラフからわかることを考え、表現するこ

とができる。 

【主学】 

○資料の整理やグラフについて関心を持っ

て、積極的に調べようとしている。  



令和７年度 理科 Ⅱ課程Ａ 年間指導計画 

配当時数 生徒について 担当者 

７０ ２年、３年  

年間目標 

(知及技) 自分自身、身近人々、社会・自然に関心を持つことができる。 

（思判表力）身の回りの様子に気付き、感じたことを伝えることができる。 

（学・人）自然を愛する心情を養い、学んだことを日常生活などに生かそうとする態度を養

う。 

学期 時数 単元・題材の目標 単元・題材の評価規準 単元・題材名 単元・題材の活動内容 

1
学
期 

24 

(知及技）身近なものや

道具、自然に興味をもっ

て関わる。 

(思判表力)自然に触れ

て、その美しさや不思議

さなどに気付く。自分の

思ったことを伝える。 

(学･人)感心を示すもの

を増やす。活動できる範

囲を広げる。 

(知・技）活動に対して、身

の回りの様々なものに興味

をもつ。 

(思･判･表)活動に対して、

自分の考えや動作で反応し

ている。 

 

(主･学)活動に対して、自分

で考えた行動で活動するこ

とができる。 

・科学に関す

る 新 聞 記事

を読む 

・校庭散策 

・沖縄の生物

の 鳴 き 声を

聞く 

・植物を育て

る 

・天候 

・科学に関する新聞記

事を読んで日常生活に

つなげる。 

・沖縄の生物の鳴き声

を聞いて、生物に興味

を持つ。 

・実際に身近な自然を

体験する。校庭で植物

に触れたり匂いをかい

だりする活動を行い、

感じたことを発表す

る。 

・植物の栽培を行う。

プランターに土の準

備、苗植え、水やりを

一緒に行う。 

・気温や天気、季節の

変化に気付く活動をす

る。 

2
学
期 

28 

(知及技）身の回りの生

命や自然、ものの仕組み

を感じ、状況の変化に関

心を持つ。 

(思判表力)身の回りの

生命や自然、ものについ

て気付き伝えようとす

る。 

(学･人)感心を示すもの

を増やす。活動できる範

囲を広げる。 

(知・技）活動に対して、身

の回りの様々なものに興味

をもつ。 

 

(思･判･表)活動に対して、

自分の考えや動作で反応し

ている。 

(主･学)活動に対して、自分

で考えた行動で活動するこ

とができる。 

・校庭散策 

・天候 

・シャーベッ

ト作り 

・音について 

・実際に身近な自然を

体験する。校庭で植物

に触れたり匂いをかい

だりする活動を行う。 

・気温や天気、季節の

変化に気付く活動をす

る。 

・温度が違う物質(お

湯、水、氷)に触れて違

いを感じ、シャーベッ

ト作りでの温度の違い

に気付く。 



 

3
学
期 

18 

(知及技）身の回りの生

命や自然、ものの仕組み

を感じ、状況の変化に関

心を持つ。 

(思判表力)身の回りの

生命や自然、ものについ

て気付き伝えようとす

る。 

(学･人)感心を示すもの

を増やす。活動できる範

囲を広げる。 

(知・技）活動に対して、身

の回りの様々なものに興味

をもつ。 

 

(思･判･表)活動に対して、

自分の考えや動作で反応し

ている。 

 

(主･学)活動に対して、自分

で考えた行動で活動するこ

とができる。 

・校庭散策 

・天候 

・人間のから

だ 

・実際に身近な自然を

体験する。校庭で植物

に触れたり匂いをかい

だりする活動を行う。 

・気温や天気、季節の

変化に気付く活動をす

る。 

・自分の体、他の人の

体に関する活動をする

(体を触る、動かす、音

を聞く等)。からだの内

臓の働きについて学習

する。 



令和７年度 音楽 Ⅱ課程Ａ 年間指導計画 

配当時数 生徒について 担当者 

７０ ２年、３年  

年間目標 

(知及技)音楽の多様性について理解し、創意工夫を生かした音楽表現をするために必要な技能

を身につけるようにする。 

（思判表力）音楽表現を創意工夫することや、音楽を自分なりによさや美しさを味わって聴く

ことができるようにする。 

（学・人）主体的・協働的に音楽活動に取り組み、音楽文化に親しむとともに、音楽によって

生活を明るく豊かなものにしていく態度を養う。 

学期 時数 単元・題材の目標 単元・題材の評価規準 単元・題材名 単元・題材の活動内容 

1
学
期 

24 

・呼吸や姿勢、発声に
気をつけ、歌詞との関
わりや言葉を理解し、
歌唱することができ
る。 
・楽器の音色やリズ
ムの特徴を意識して
演奏することができ
る。 
・創意工夫を生かし
たリズムで身体表現
ができる。 
・曲想やリズムなど
の関わりを意識して
鑑賞することができ
る。 

【知識・技能】 
・曲名や曲の雰囲気と音楽の
構造の関わりについて理解し
ている。 
・声の音色や響きに気を付け
て歌っている。 
・曲想と楽器の音色、演奏の仕
方を理解している。 
【思考力・判断力・表現力】 
・歌唱表現についての知識や
技能を生かしたりしながら、
創意工夫して表現している。 
・器楽表現についての知識・技
能を生かしたりしながら、曲
の雰囲気に合った表現を工夫
している。 
【主体的に取り組む態度】 
・音や音楽を生活や社会に生
かそうとし、主体的・協働的に
表現及び鑑賞の活動に取り組
もうとする。 

・歌唱 
あくびの歌 
校歌 
夏の思い出 
花 
さ と う きび
畑、他 
・器楽 
Stand By Me 
ラ デ ッ キー
行進曲 
・身体表現 
マ イ ム マイ
ム 
・鑑賞 
動 物 の 謝肉
祭 
リ ベ ル タン
ゴ 

・口形や呼吸、姿勢を
確認しながら正しい発
声で歌う。 
・歌詞の内容や曲の雰
囲気との関連について
気付いたことを発表す
る。 
・いろいろな楽器の演
奏を体験し、得意な楽
器を見つける。 
・いろいろなリズムや
速度で演奏する。 
・範唱、範奏を聴き練
習する。 
・曲を聴いて感じたこ
とを発表する。 

2
学
期 

28 

・歌詞の内容や情景
をイメージしてのび
のびと歌唱すること
ができる。 
・打楽器や鍵盤楽器
の奏法を身に付ける。 
・友達の楽器の音や
伴奏を聴いて、音を合
わせて演奏すること
ができる。 
・音楽を聞きながら
体を使って表現する
ことができる。 
・郷土の音楽や様々
なジャンルの音楽に
親しむ。 

【知識・技能】 
・曲名や曲の雰囲気と音楽と
の構造の関わりについて理解
している。 
・発声や言葉の発音を意識し
歌っている。 
・リズムや速度、音色を意識し
て演奏している。 
・音や音楽を聴いて様々な動
きを組み合わせて身体表現し
ている。 
・曲想及びリズムと速度、旋律
の特徴との関わりが分かる。 
【思考力・判断力・表現力】 
・歌唱表現、器楽表現について
の知識や技能を生かしなが
ら、曲の雰囲気に合った表現
を工夫している。 
・リズムの特徴や曲の雰囲気
を感じ、工夫して体を動かし
ている。 
・曲や演奏の良さを味わいな
がら聴いている。 

・歌唱 
里の秋 
夢の世界 
野ばら 
お お シ ャン
ゼリゼ 
・器楽 
い つ も 何度
でも 
木星 
・鑑賞 
交 響 曲 第９
番 
ウ ェ ス トサ
イ ド ス トー
リー 

・伴奏の雰囲気に合っ
た発声で歌う。 
・音程や歌詞の情景を
イメージしながら歌
う。 
・いろいろな楽器の奏
法を体験する。 
・強弱を意識し、いろ
いろなリズムや速度で
演奏する。 
・友達と音を合わせて
演奏する。 
・範唱、範奏を聴き練
習する。 
・曲を聴いて感じたこ
とを発表する。 



 

【主体的に取り組む態度】 
・音や音楽を生活や社会に生
かそうとし、主体的・協働的に
表現及び鑑賞の活動に取り組
もうとする。 

3
学
期 

18 

・ミュージックコン
サートに向け協働し
て取り組む。 
・音楽を通して季節
の歌を知り、情趣を味
わう。 
・楽器に触れ奏法を
体験する。 

【知識・技能】 
・曲名や曲の雰囲気と音楽と
の構造の関わりについて理解
している。 
・歌詞やリズム、身体の使い方
等を理解し歌唱表現してい
る。 
・リズムや速度、音色を意識し
て演奏している。 
・音や音楽を聴いて様々な動
きを組み合わせて身体表現し
ている。 
・曲想とリズムと速度、旋律の
特徴との関わりが分かる。 
【思考力・判断力・表現力】 
・歌唱表現、器楽表現について
の知識や技能を生かしなが
ら、曲の雰囲気に合った表現
を工夫している。 
・リズムの特徴や曲の雰囲気
を感じ、工夫して体を動かし
ている。 
・曲や演奏の良さを味わいな
がら聴いている。 
【主体的に取り組む態度】 
・音や音楽を生活や社会に生
かそうとし、主体的・協働的に
表現及び鑑賞の活動に取り組
もうとする。 

・ミュージッ
ク コ ン サー
ト 
・歌唱 
卒 業 式 のう
た 
・器楽 
日 本 の 楽器
に 触 れ てみ
よう 
管 打 楽 器に
触 れ て みよ
う 
・鑑賞 
く る み 割り
人形 

・練習したことを発表
する。 
・友達の演奏を聴き感
じたことを発表する。 
・いろいろな楽器に触
れ、工夫して演奏する。 
・曲想や歌詞の内容と
のつながりについて考
える。 



令和 7年度 美術 Ⅱ課程 A 年間指導計画 

 

 

配当時数 生徒 担当者 

70 2 年、3 年  

年間目標 

小 3 段階 

(知及技)様々な材料や用具を使い，工夫して絵をかいたり，作品をつ くったりすること。 

(思判表力)材料や，感じたこと，想像したこと，見たこと，思ったこと から表したいことを思い付くこ 

と。 

(学・人)主体的に造る喜びを味わい、美術を愛好する心情を育み、感性を豊かにし、豊かな情操を培う。 

学期 
時

数 

単元・題材の目

標 
単元・題材の評価規準 単元・題材名 単元・題材の活動内容 

１
学
期 

22 

体験したことを

表現することが

できる。 

【知・技】用具の使い方を理解し作品を

作ることができたか。 

【思・判・表】フロアバレーなどの体験

をイメージし、表現できたか。 

【主学】主体的に活動に取り組むことが

できたか。 

ポスター制作 ・フロアバレーや就業体

験からイメージを膨らま

せる 

・紙や描画材を使って表

現する 

2
学
期 

22 

粘土を使った造

形 を す る な か

で、素材の特性

を理解する。 

【知・技】用具の使い方を理解し作品を

作ることができたか。 

【思・判・表】手を動かしながら、イメ

ージした形を表現できたか。 

【主学】主体的に活動に取り組むことが

できたか。 

粘土での造形 ・粘土作り 

・土器作り 

・釉薬がけ 

８ 

様々な素材を組

み合わせ、テー

マに沿ったポス

ターを作る。 

【知・技】用具の使い方を理解し作品を

作ることができたか。 

【思・判・表】手を動かしながら、イメ

ージしたポスターを表現できたか。 

【主学】主体的に活動に取り組むことが

できたか。 

ポスター制作 ・ポスターについて 

・ポスターの制作 

・掲示 

3
学
期 

18 

共同制作を通し

て制作する喜び

を味わう。 

【知・技】用具の使い方を理解し作品を

作ることができたか。 

【思・判・表】周りの制作にも興味を持

ち、自分の制作と関連付けることができ

たか。 

【主学】共同制作をする中で、主体的に

コミュニケーションをとることができ

たか。 

卒業式装飾 ・装飾する作品の制作 

・舞台での装飾 



令和７年度 保健体育 Ⅱ課程 A 年間指導計画 

配当時数 生徒について 担当者 

70 ２年、３年  

年間目標 

(知・技) 各種の運動の楽しさや喜びに触れ，その特性に応じた 行い方及び体の発育・発達や け

がの防止，病気の予防など の仕方が分かり，基本的な動 きや技能を身に付けるようにする。  

(思・判・表) 各種の運動や健康な生活 における自分の課題を見付 け，その解決のための活動を 

考えたり，工夫したりしたことを 他者に伝える力を養う。   

 (学・人)各種の運動に進んで取り 組み，きまりや簡単なスポーツ のルールなどを守り，友達と

協力したり，場や用具の安全に 留意したりし，最後まで楽しく運 動をする態度を養う。また，健 

康・安全の大切さに気付き，自 己の健康の保持増進に進んで 取り組む態度を養う。  

学期 時数 単元・題材の目標 単元・題材の評価規準 単元・題材名 単元・題材の活動内容 

1
学
期 

24 

・運動の行い方が

分かる。 

・考えたこと工夫

したことを他者に

伝えることができ

る。 

・きまりを守り，友

達と協力すること

ができる。  

 

 

 

【知・技】 

・運動の行い方が分かり、動

きを持続することができた

か。 

〇体つくり運動 

準備体操 

５分間走 

体ほぐし運動 

 

 

 

 

 

 

 

 

・伸び伸びとした動作で

用具などを用いた運動

を行う 

・教師が体の部位や力の

入れ方、動作を伝え、体

の動かし方を伝える。 

・動作や関わる人数など

の条件を変えて，歩いた

り走ったりする運動を

行う。 

 

 

【思・判・表】 

・自己の考えや工夫したこ

とを他者に伝えることがで

きたか。 

【主学】 

・きまりやマナーを守り、友

達と協力して安全に活動に

取り組むことができたか。 

・基本的な動きや

技能を身に付け、考

えたり、工夫したり

したことを他者に

伝えることができ

る。 

・活動に進んで取

り組み，きまりを守

り，友達と協力し、

場や用具の安全に

留意することがで

きる。 

【知・技】 

・基本的な動きができたか。 

〇水泳 

 

準備体操 

水かけ 

水中を歩く 

もぐる 

浮く 

けのび 

バタ足 

・水をすくって体の様々

な部分にかけたり，様々

な方向に飛ばしたり，友 

達や教師とかけ合った

りする。 

・補助具や友達につかま

り，体を伸ばした姿勢に

して浮いて進む。 

 

【思・判・表】 

・改善に向けて考えたり、工

夫したりすることができた

か。 

【主学】 

・水中でのきまり、マナーを

守り、友達と協力して安全

に活動に取り組むことがで

きたか。 

2
学
期 

30 

・ダンスの楽しさ

や喜びに触れ、音楽

に合わせて楽しく

踊ることができ、そ

の楽しさや感じた

ことを表現するこ

とができる。 

・考えたこと、工夫

したことを発表す

ることができる。 

【知・技】 

・ダンスの行い方がわかり、

基本的な動きや技能を身に

付けることができたか。 

・音楽に合わせて、楽しく踊

ることができたか。 

〇ダンス 

・フォークダンス 

・現代的なリズム

のダンス 

・伝統的なダンス

(エイサー) 

・曲に合わせてひ

と流れの動きで踊

る。 

・緩急強弱のある動きや

場面転換などで，変化を

つけたひと流れの動き

を行う 

・歩く、腕を振る、跳ぶ 

などの動きをリズムに

合わせて行う。 

・日本の民謡や外国の踊

りのそれぞれの踊り方



 

・ダンスに進んで

取り組み友達と協

力し、最後まで楽し

く運動をすること

ができる。 

【思・判・表】 

・課題解決に向けて考え、工

夫したことを発表すること

ができたか。 

の特徴を学ぶ。 

・音楽に合わせて特徴的

なステップや動きと組

み方で踊る。 

【学・人】 

・積極的に取り組んでいる

か。 

・友達と協力できたか。 

・最後まで楽しく運動がで

きたか。 

・球技の行い方が

分かり，基本的な

動きや技能を身に

付け，簡易ゲーム

ができる。 

【知・技】 

・球技の行い方がわかり基

本的な動きや技能を身に付

ける。 

〇球技(サウンド

テーブルテニス、

グラウンドゴルフ

) 

 

基本的なボール操

作(打つ、止める、

押し出す) 

 

簡易ゲーム 

・ボール、ラケットやク

ラブの形状を確かめる。 

・ボールを転がす 

・ボールを止める。 

・ボールを打つ。 

・ボールを狙った場所に

打つ。 

・簡単なルールでゲー

ムを行う。 

【思・判・表】 

・課題解決に向けて、考え工

夫することができたか。 

【学・人】 

・仲間と協力し、きまりを守

り、安全に気を付けること

ができたか。 

3
学
期 

16 

・陸上運動の基本

的な動きや技能を

身に付けること。  

・自分の課題を知

り、考えたり，工

夫したりしたこと

を他者に伝えるこ

とができる。  

・陸上運動に進ん

で取り組み、きま

りを守り、友達と

協力したり、安全

を配り、最後まで

楽しく運動をする

ことができる。 

 

【知・技】 

・一定の時間や距離を決め

て、走り続けることができ

たか。 

○陸上運動(持久走

) 

 

持久走 

５分間走 

１０分間走 

リズム走（生徒の

走りやすいテンポ

で） 

・持続して走る 

・一定のリズムに合わせ

て走る。 

・目標周回の設定(生徒

が設定する) 【思・判・表】 

・自己の意見を教師や友達

に伝えることができたか。 

 

【学・人】 

・最後まで粘り強く取り組

むことができたか。 



令和７年度 職業 Ⅱ課程 A 年間指導計画 

配当時数 生徒について 担当者 

７０ ２年、３年  

年間目標 

(知及技) 職業に関する事柄について理解するとともに、将来の職業生活に係る技能を身に付ける。 

(思判表力) 将来の職業生活を見据え、必要な事柄を見いだして課題を設定し、解決策を考え、実践を評価・

改善し、表現するする力を養う。 

(学・人) より良い将来の職業生活の実現や地域社会への貢献に向けて、生活を改善しようとする実践的な態

度を養う。 

学期 時数 単元・題材の目標 単元・題材の評価規準 単元・題材名 単元・題材の活動内容 

1
学
期 

24 

【知及技】 

働くことの目的など

を理解することがで

きる。 

【思判表力】 

意欲や見通しをもっ

て取り組み、自分と

他者との関係や役割

について考えること

ができる。 

【学・人】 

作業や実習等に達成

感を得て、進んで取

り組むことができ

る。 

【知・技】 

様々な作業を通して、働くこと

について理解している。 

【思・判・表】 

自分の役割について考え、活動

に取り組むことができる。 

【主学】 

様々な作業に進んで取り組み、

達成感を得ることができてい

る。 

・働くことの目的 

・清掃活動 

・製品作業 

・職業に関する実践的・体

験的な学習活動 

・靴箱拭き、手すりふき、体

育館のフロア拭き等。 

・ポチ袋づくり 

(つながっている点字本を

一枚一枚切り離す。染める。 

折る、のり付け等) 

2
学
期 

28 

【知及技】 

職業生活に必要とさ

れる実践的な知識及

び技能を身に付け

る。 

【思判表力】 

・作業や実習におけ

る役割を踏まえて自

分の成長や課題につ

いて考え、表現する

ことができる。 

・情報モラルを踏ま

え、コンピューター

等の情報機器を扱

い、収集した情報を

まとめ、考えたこと

を発表することがで

きる。 

【学・人】 

作業や実習等に達成

感を得て、進んで取

り組むことができ

る。 

 

 

【知・技】 

様々な作業に必要な知識、技能

を身に付けている。 

【思・判・表】 

・与えられた役割を理解して

いる。 

・自分の成長や課題に気付く

ことができている。 

・情報機器を使って、発表用資

料等の作成ができる。 

【主学】 

様々な作業に進んで取り組み、

達成感を得ることができてい

る。 

・製品作業 

・販売活動 

・情報機器の活用 

・清掃活動 

 

 

・道具作成。 

・ポチ袋づくり 

(つながっている点字本を

一枚一枚切り離す。染める。 

折る、のり付け等) 

・作成したもの販売。 

・販売時の役割について 

・接客の方法 

・情報機器を使った販売ポ

スターの作成や会計の集

計、発表用資料の作成等。 

・特別教室やろうかなどの

場所でのほうき、モップ等。 

 



 

3
学
期 

18 

【知及技】 

・使用する道具や機

械等の特性や扱い方

を理解し、作業課題

に応じて正しく扱う

ことができる。 

・作業の確実性、持続

性、巧緻性等を身に

付けることができ

る。 

【思判表力】 

・作業上の安全や衛

生及び作業の効率に

ついて考えることが

できる。 

・職業生活に必要な

健康管理や余暇の過

ごし方について考え

ることができる。

【学・人】 

作業や実習等に達成

感を得て、進んで取

り組むことができ

る。 

 

【知・技】 

・道具や機械等の扱い方を理

解している。 

・作業の確実性、持続性、巧緻

性等を身に付けている。 

【思・判・表】 

・安全に気を配り、効率的に作

業ができる方法を考えること

ができた。 

・自己の余暇を充実させるた

めの方法を考えることができ

た。 

【主学】 

様々な作業に進んで取り組み、

達成感を得ることができてい

る。 

・清掃活動 

・販売商品づくり(ス

ノーボールクッキ

ー) 

 

・販売活動 

・余暇の過ごし方 

・ワイパーを使用しての窓

ガラス拭き。 

・作成したもの販売。 

・販売時の役割について 

・接客の方法 

・校外学習(余暇活動) 



令和７年度 家庭 Ⅱ課程 A 年間指導計画 

 

 

配当時数 生徒について 担当者 

70 ２年、３年  

年間目標 

(知及技)家族・家庭の機能について理解し、生活の自立に必要な家族・家庭，衣食住，消費や環境等につい

ての基礎的な理解を図るとともに、それらに係る技能を身に付けるようにする。  

（思判表力）家庭や地域における生活の中から問題を見いだして課題を設定し、解決策を考え、実践を評

価・改善し、考えたことを表現するなど、課題を解決する力を養う。 

（学・人）家族や地域の人々との関わりを通して、よりよい生活の実現に向けて、生活を工夫し考えようと

する実践的な態度を養う。 

学期 時数 単元・題材の目標 単元・題材の評価規準 単元・題材名 単元・題材の活動内容 

1
学
期 

24 

・自分の成長と家族

や家庭生活の関わ

り、地域の人々との

協力の大切さがわか

る。 

・家族や地域の人と

のよい関わりについ

て考え、工夫するこ

とができる。 

・健康管理や余暇の

有効な過ごし方につ

いて、考えることが

できる。 

・乳幼児や高齢査に

興味を持つ。 

【知・技】 

自分や自分を支える家族、地域

の人々との関わりについて基

本的な知識や技能を身に付け

ている。 

【思・判・表】 

自分や自分を支える家族、地域

の人々との関わりについて課

題に気づき、解決方法を考えて

いる。 

【主学】 

自分や自分を支える家族、地域

の人々との関わりをよりよい

ものにしていくために行動し

ようとしている。 

 

○家族・家庭生活 

・自分の成長と家族 

・家庭生活での役割

と地域との関わり 

・家庭生活における

健康管理と余暇 

・乳幼児の生活 

・高齢者の生活 

・どんな人たちに支えられ

て人生を歩んできたのか、

今までの自分を振り返る。 

・家庭生活が家族の協力に

よって成り立っていること

に気づかせ、家庭生活で自

分が果たす役割について考

える。 

・食事や睡眠と健康の関係

についてデータ等をもとに

知らせ、さまざまな余暇の

過ごし方を体験する。 

・身近な乳幼児や高齢者を

思い出させ、どのように適

切な関わり方を考える。 

2
学
期 

28 

・自分に必要な栄養

素の種類と働きがわ

かる。 

・基礎的な日常食の

調理が適切にでき

る。 

・食品や調理用具を

安全と衛生に留意し

て、使用することが

できる。 

・被服の材料や状態

に応じて、日常着を

適切に手入れするこ

とできる。 

・布を用いた簡単な

小物の製作をするこ

とができる。 

【知・技】 

食生活や衣生活についての基

本的な知識や技能を身に付け

ている。 

【思・判・表】 

食生活や衣生活についての課

題に気づき、解決方法を考えて

いる。 

【主学】 

食生活や衣生活をよりよいも

のにしていくために行動しよ

うとしている。 

 

○衣食住の生活 

・必要な栄養を満た

す食事 

・日常食の調理 

・衣服の手入れ 

・布を用いた製作 

 

・生活の中で食事が果たす

役割を考え、身近な食材を

五大栄養素別に分類する。 

・いろいろな食材を触り、

用途に応じた選び方を体験

する。 

・電子レンジやケトルを使

った簡単な調理実習を行

う。 

・いろいろな種類の服を用

意し、テーマに応じて、組み

合わせを考える。 

・汚れの種類に応じた洗剤

の選び方や手入れ・保管方

法を体験する。 

・手縫いやミシン縫いで簡

単な被服実習を行う。 

3
学
期 

18 

・住居の基本的な機

能を理解し、住空間

の安全や快適さにつ

いて考えることがで

きる。 

・購入・支払い方法の

種類や特徴を知り、

生活に活かすことが

できる。 

・消費生活が環境や

社会に及ぼす影響を

考えることができ

る。 

【知・技】 

住生活や消費生活についての

基本的な知識や技能を身に付

けている。 

【思・判・表】 

住生活や消費生活についての

課題に気づき、解決方法を考え

ている。 

【主学】 

住生活や消費生活をよりよい

ものにしていくために行動し

ようとしている。 

○衣食住の生活 

・住居の基本的な機

能と快適で安全な住

まい方 

○消費生活・環境 

・消費生活 

・消費者の基本的な

権利と責任 

 

・家族の生活と住空間との

関わりを知り、快適で安定

した住空間について考え

る。 

・自分の生活の振り返り、

出入りしているお金にはど

のようなものがあるかを考

える。 

・学校周辺のスーパーに足

を運び、セルフレジや電子

マネーの使い方等、いろい

ろな方法で買い物を行う。 



令和７年度 外国語 Ⅱ課程 A 年間指導計画 

 

 

配当時数 生徒について 担当者 

70 ２年、３年  

年間目標 

(知及技) 外国語を用いた体験的な活動を通して、身近な生活で見聞きする外国語に興味や関心をもち、外国

語の音声や基本的な表現に慣れ親しむことができる。 

(思判表力) 身近で簡単な事柄について、外国語で聞いたり話したりして自分の考えや気持ちなどを伝え合う

力の素地を養う。 

(学・人) 外国語を通して、外国の文化などに触れながら、言語への関心を高め、進んでコミュニケーション

を図ろうとすることができる。 

学期 時数 単元・題材の目標 単元・題材の評価規準 単元・題材名 単元・題材の活動内容 

1
学
期 

24 

【知及技】 

英語の基本的な表現

に慣れ親しむ。 

【思判表力】 

英語で挨拶ができ

る。 

【学・人】 

英語でコミュニケー

ションを図ることが

できる。 

【知・技】 

英語の基本的な表現に慣れ親

しんでいる。 

【思・判・表】 

英語で挨拶をしている。 

 

【主学】 

英語でコミュニケーションを

図ろうとしている。 

・Hello, Good-bye 

 

・Thank you, 

I’m sorry 

・Please～ 

 

・基本的な挨拶を覚える。 

・お礼の言い方や謝り方を

身につける。 

・依頼する。 

2
学
期 

28 

【知及技】 

英語の様々な表現に

慣れ親しむ。 

【思判表力】 

身近な物事を英語で

表現できる。 

自分の好きなことを

英語で表現できる。 

【学・人】 

英語でコミュニケー

ションを図ることが

できる。 

【知・技】 

英語の様々な表現に慣れ親し

んでいる。 

【思・判・表】 

身近な物事を英語で表現しよ

うとしている。 

知っている単語や表現を用い

て、自分の好きなことを英語で

表現しようとしている。 

【主学】 

相槌を打つ、知っている単語を

用いるなどして英語でコミュ

ニケーションを図ろうとして

いる。 

・Sunday,  

Monday・・・ 

 

・January, 

February･･･ 

・sunny, 

cloudy,･･･ 

・ one, two, 

three・・・ 

・big, small・・・ 

・I like～ 

 I don’t like～ 

・曜日の言い方を覚える。 

・1月から 12 月の言い方を

覚える。誕生日の言い方を

覚える。 

 

・天気の言い方を覚える。 

 

・数を表現する。 

・大きさや形を表現する。 

・好きなものや苦手なもの

を伝える。 

3
学
期 

18 

【知及技】 

英語の様々な表現が

示す内容を知り、そ

れらを使うことがで

きる。 

【思判表力】 

自分の気持ちを表現

できる。 

【学・人】 

相手に配慮しながら

英語でコミュニケー

ションを図ることが

できる。 

【知・技】 

英語の様々な表現が示す内容

を知り、それらを使っている。 

 

 

【思・判・表】 

自分の気持ちを表現しようと

している。 

【主学】 

相手に配慮しながら積極的に

英語でコミュニケーションを

図ろうとしている。 

・I’m happy, 

 I’m tired. 

・I want to～, 

 I don’t want to～ 

 

・自分の気持ちや状態を表

現する。 

・自分のやりたいこと、や

りたくないことを伝える。 



令和７年度 情報 Ⅱ課程Ａ 年間指導計画 

配当時数 生徒について 担当者 

７０ ２年、３年  

年間目標 

(知及技) 効果的なコミュニケーションの方法や、身近にあるコンピュータやデータの活用

について知り、基礎的な技能を身に付けるとともに、情報社会と人との関わりについて知

る。 

（思判表力）身近な事象を情報とその結び付きとして捉え、問題を知り、問題を解決する

ために必要な情報と情報技術を活用する力を養う。 

（学・人）身近にある情報や情報技術を活用するとともに、情報社会に関わろうとする態

度を養う。 

学期 時数 単元・題材の目標 単元・題材の評価規準 単元・題材名 単元・題材の活動内容 

1
学
期 

24 

(知及技) 

・身近にある情報やメディ

アの基本的な特性及びコン

ピュータ等の情報機器の基

本的な用途，操作方法及び

仕組みを知り，情報と情報

技術を活用して問題を知

り，問題を解決する方法を

身に付けることができる。 

 

 

 

 

 

 

 

（思判表力） 

・情報に関する身近で基本

的な，法規や制度及びマナ

ーの意義，情報社 

会において個人の果たす役

割や責任，情報モラルなど

について考える 

ことができる。 

 

 

（学･人） 

・身近にある情報や情報技

(知・技) 

・メディアリテラシーについ

て考えている。 

・PC の簡単な操作（電源のオ

ンオフ、キーボード、マウスの

操作）をしている。 

・検索エンジンを使い必要な

情報を検索している。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(思･判･表) 
・SNS トラブル、ネット炎上
等の事例で学び、加害者、
被害者にならないよう注意
する点を理解している。 
・個人情報とは何か具体的
に説明できる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
(主学) 
・情報モラルについての理
解を深め「相手の気持ちを

 
情 報 と メデ
ィア 
・情報とメデ
ィ ア と いう
言葉に 
つ い て 考え
よう。 
情 報 の 偏り
と評価 
・匿名性・信
憑性 
・マスメディ
ア 
・メディアの
利用 
 
情報モラル 
・情報モラル
とは 
・相手を考え
た コ ミ ュニ
ケー 
ション 
・加害者にな
ら な い ため
に 
・炎上とネッ
トいじめ（誹
謗中 
傷） 
・個人情報 
・ネット依存 

 

・情報とメディアという

言葉について考える。 

・情報の偏りと評価（情

報操作、信憑性）につい

てデマメール等の事例を

活用し学習する。 

・メディアリテラシー

（情報の信憑性や価値を

正確に判断できる能力）

について考える。 

・PC の基本的な操作を学

ぶ。（電源のオンオフ、各

種アプリの操作） 

・検索エンジンの利 

 

・情報モラルの基本は

「他人に迷惑をかけな

い」「他人を不快にさせ

ない」情報は拡散しやす

く蓄積される（簡単に消

すことは 

できない）。 

・SNS トラブル事例（動

画）を視聴し加害者にな

らないよう注意する点を

学習する。 

・個人情報（住所、氏名、



術を活用するとともに、情

報社会に関わろう 

とする態度を養うことがで

きる。 

考えたコミュニケーショ
ン」を心掛けている。 
 
 
 
 
〔評価資料〕 
・活動の様子 ・タイピン
グ 

電話番号、写真…）個人

を特定できる 

ものすべてが個人情報で

あることを理解する。 

2
学
期 

28 

(知及技) 

・身近なメディアの基本的

な特性とコミュニケーショ

ン手段の基本的な特徴につ

いて，その変遷を踏まえて

知ることができる。 

 

 

 

 

 

（思判表力） 

・ 身近なメディアとコミ

ュニケーション手段の関係

を考えることができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（学･人） 

・身近にある情報や情報技

術を活用するとともに、情

報社会に関わろうとする態

度を養うことができる。 

(知･技） 

・匿名性、記録性の意味を理解

している。 

・情報機器の普及、発達によ

り、表現活動が多様化してい

ることを理解している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(思･判･表) 

・携帯電話やタブレット端末

の利用で個人が情報を発信す

ることが容易になっているこ

とを理解している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(主学） 

・情報を加工し発信する方法

が分かり、意見を交換し作品

を作ることができる。 

 

〔評価資料〕 

・活動の様子 

・作品、提出物 

 
・インターネ
ッ ト の 匿名
性 
・会員カード
や ポ イ ント
カード 
の個人情報 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・ネットワー
ク で 広 がる
世界 
・情報共有サ
イト（SNS、動
画 共 有 サイ
ト等） 

 

・CMC では個人を特定す

る情報を隠すことが可能

…匿名性、しかし利用者

は匿名のつもりでも情報

発信は記録が残る。プロ

バイダ責任制限法（誹謗

中傷や著作権侵害等の被

害があればプロバイダに

発信者の開示を請求でき

る。） 

 

・かつては不特定多数

の人々に対して個人が

情報を発信する手段 

は限られていたが、今

日では比較的簡単に、

費用もほとんどかから

ない。ソーシャルメデ

ィアの利用で情報発信

の形が変化している。 

 

・コンピュータグラフィ

クス、バーチャルリアリ

ティを活用した 

産業分野、学術分野の発

展。 

 

・正確な情報発信のため

に５W１Hを活用する。 

※情報モラルについては



 

年間を通して適宜取り上

げ学習する。 

3
学
期 

18 

(知及技) 

・情報通信ネットワークの

基本的な仕組みや情報セキ

ュリティを確保するための

基本的な方法について知る 

ことができる。 

 

 

（思判表力） 

・情報通信ネットワークに

おける情報セキュリティを

確保する基本的な方法につ

いて考えることができる。 

 

 

（学･人） 

・身近にある情報や情報技

術を活用するとともに、情

報社会に関わろうとする態

度を養うことができる。 

(知・技) 

・メディアリテラシーについ

ての理解を深めようとしてい

る。 

・iPad の簡単な操作（電源の

オンオフ、アプリの操作）をし

ている。 

・検索エンジンを使い必要な

情報を検索している。 

※活動の様子で評価。 

 

 

(思･判･表) 

・個人情報とは何か理解しよ

うとしている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

(主学) 

・「相手の気持ちを考えたコ 

ミュニケーション」を心掛け

ている。 

〔評価資料〕 

・活動の様子 

・作品、提出物 

 

情報とメディ

ア 

・メディアの

利用 

 

 

 

 

 

 

 

情報モラル 

・個人情報 3 

・ネット依存 3 

 

・iPad の基本的な操作を

学ぶ。電源のオンオフ、 

各種アプリの操作。 

・検索エンジンの利用 

 

 

 

 

 

 

・情報モラルの基本は

「他人に迷惑をかけな

い」「他人を不快にさせな

い」 

・SNS トラブル事例（動画

NHKforschool より）を視

聴し加害者にならないよ

う注意する点を学習す

る。 

・個人情報（住所、氏名、

電話番号、写真…）む 

やみに公開してはならな

いことを学ぶ。個人情報

カード教材を利用し「教

えてはいけない」情報の

理解を促す。 



学
期

時
数 単元・題材の目標 単元・題材の評価規準 単元・題材名 単元・題材の活動内容

2

・時と場をわきまえて、礼儀正し
く真心をもって接する。
・誰に対しても思いやりの心を持
ち、相手の立場に立って親切にす
る。

・時と場合に応じた挨拶がどのよ
うな挨拶か考えている。

・新学期を迎えて
・時と場に応じた適切な挨拶や言葉遣い、態度に
ついて学習する。
・学級内での個々の役割を決める.

2
・自分の意見・考えを発表し、他
人の話を聞くことができる。

・学級内で協力するにあたって、
自分の意見をもち、発表しようと
したり、他人の話に耳を傾けたり
している。

・大切な仲間 ・学級で協力し合う事柄について話し合う。

2

・仲間を大切にし、学ぶ姿勢を身
につける。
・学級の一員として、自己の役割
をきちんと果たす。

・仲間を大切にする姿勢を身につ
けようとしている。
・学級での自分の役割を把握し、
それらに主体的に取り組もうとし
ている。

・自己の役割と他者との協
力

・計画を立てて行動する習慣について話し合う。

2
・日頃の生活を通して家族への感
謝の心をもつ。

・日頃の生活を振り返って、家族
への感謝の気持ちを言葉にしてい
る。

・思いやりと感謝の心
・家族に対して思いやりと感謝の気持ちを持ち、
カードなどで感謝のメッセージを書く。

2
・時間の大切さを知り、時間の見
通しをもって行動できる。

・時間の大切さについて考えてい
る。

・時間の大切さ
・時間を効率的に使うことの大切さについて話し
合う。

1
・過去・現在から戦争の悲惨さを
知り、平和を望む心をもつ。

・沖縄戦の学習に取り組み、戦争
の悲惨さについて自分の考えを
持っている。

・平和講話 ・沖縄戦について学習する。

1
・自分の夏休みの生活に関心をも
つ。

・自分の夏休みの計画を考えてい
る。

・夏休みを前に
・夏休みの過ごし方について、個々の計画を語
る。

令和７年度　道徳科　Ⅱ課程Ａ　年間指導計画

担当者配当時数 生徒

35
２学年
３学年

年間目標

・人との関わりの中で、道徳的な価値に気づいたり、感じたりして、よりよく人と関わるための道徳的な判断力、心
情、実践意欲と態度を育む。
・他人を思いやり、励まし合うとともに 、 互いの理解を深め、協力し合う心を育てる。
・個性を生かし 社会の形成に参画する意欲や態度を養う。

1
学
期



4

・お互いの個性を認めることを知
る。
・高齢者や目上の人たちへの尊敬
の意をもつ。

・相手の長所を見つけお互いの個
性を認めようとしている。

・人権とは何か
・相手の長所をみつけながら関わることを学習す
る。
・新聞などの記事を読んで考える。

4
・学級の一員として、自己の役割
をきちんと果たす。

・学級の一員として、自己の役割
を果たすためにすべきことを知ろ
うとしている。

・自己の役割と他者との協
力

・各自のやるべき事を意識し、自ら行動できる。

4 ・働くことの大切さを知る。
・身近な家族に働くことのインタ
ビューをして、働くことの大切さ
を言葉にしている。

・勤労の喜びと感謝の心
・働く人々にインタビューし、働くことの大切さ
や難しさを知る。

3
・健康な心と体のについて考え、
リラックスできる時間をつくるこ
との大切さを知る。

・健康な心と体について考え、リ
ラックスできる時間を見つけよう
としている。

・生命の尊さを知ろう

・高校生として必要な心と体の健康に関する知
識。ストレス解消法などを知る。
・バランスのとれた食生活について学習する。栄
養などについて考える。

3
・自分と関わる周辺の人たちにつ
いて語る。

・自分とかかわる人々を通して、
自分自身が社会でできることを考
えている。

・自己を見つめて
・自ら積極的に社会参加するために、自分に関わ
る。周辺の人たちの働きを知る。

3
・心のこもった対応の大切さを知
り、誰に対しても心を込めて接す
る態度を養う。

・心のこもった対応の大切さを知
り、積極的に挨拶をしようとして
いる。

・礼儀正しさについて ・あいさつや接客についての学習をする。

2
・一年間を振り返って自己の成長
を知る。

・一年間の自分の成長を言葉にし
ている。

・自己の成長
・４月の自分と今の自分を比較し、成長を感じ
る。

留意点
引継ぎ等

２
学
期

３
学
期



令和７年度 総合的な探究の時間 Ⅱ課程 A 年間指導計画 

 

 

配当時数 生徒について 担当者 

３５ ２年、３年  

年間目標 

 探求的な見方・考え方を働かせ、地域の人、もの、ことに関わる総合的な学習を通して、目

的や根拠を明らかにしながら課題を解決し、自己の生き方を考えることができるようにするた

めに、資質・能力を育成する。 

(知及技) 地域の人、もの、ことに関わる探求的な学習過程において、課題の解決に必要な知

識及び技能を身に付けるとともに、地域の特徴やよさに気づき、それらが人々の努力や工夫に

よって支えられていることに気づく。 

(思判表力) 地域の人、もの、ことの中から問いを見出し、その解決に向けて仮説を立てたり、

調べて得た情報を基に考えたりする力を身に付けるとともに、考えたことの根拠を明らかにし

てまとめ・表現する力を身に付ける。 

(学・人) 地域の人、もの、ことについての探求的な学習に主体的・協働的に取り組むととも

に、互いのよさを生かしながら自ら進んで地域社会に関わろうとする態度を育てる。 

学期 時数 
単元・題材の目

標 
単元・題材の評価規準 単元・題材名 単元・題材の活動内容 

1
学
期 

 
～ 

 
 

３
学
期 

35 

【知及技】 
・働くことの目的
などを理解する
ことができる。 
・課題解決に必要
な知識、技能を身
につけることが
できる。 
 
【思判表力】 
課題解決に向け
て、調べて得た情
報をもとに、仮説
を立てたり、考え
たりする力を身
につけることが
できる。 
 
【学・人】 
地域の人、もの
、ことについて
の探究的な学習
に、意欲的に取
り組むことがで
きる。 

【知・技】 
・日々学習していること
と今の生活やこれからの
生活につながっているこ
とを理解できる。 
・課題解決に必要な知
識、技能を身につけるこ
とができたか。 
 
【思・判・表】 
 自己の課題を見つけ、
解決方法を考えて追求す
ることができる。 
 目的に応じた対象を決
め、自分たちの身近なと
ころから情報を集めるこ
とができる。 
 
【主学】 
 課題の解決に向けて目
的意識を持ち、身近な人
と力を合わせて探求活動
に意欲的に取り組もうと
する。 
 自分のよさや自分にで
きることに気づくととも
に、自分と異なる意見や
考えがあることに気づき
相手の立場を理解しよう
とする。 
 

①職業や自己の
進路に関する課
題 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
②地域や学校の
特色に応じた課
題 
 

・働くために必要な
こと 
・自分の得意なこと、
苦手なこと 
・自分のことを相手に
伝えよう 
・職場で困ったときに
どうするか 
・身だしなみ 
・TPOに応じた服装 
・気持ちのよいあい
さつ 
・言葉遣い、敬語の
種類と使い方 
・よい人間関係とは 
・仕事がうまくいっ
ている人の特徴 
・家族の仕事・身近
な人の仕事 
・インタビュー 
 
 
・生徒の住む地域につ
いて 
・地域と学校との関わ
りについて 
・インタビュー 
・体験的な活動 



令和７年度 LHR Ⅱ課程Ａ 年間指導計画 

 

 

配当時数 生徒 担当者 

３５ ２年、３年  

年間目標 

（知及技)学級で決められた役割を理解し、責任をもって行動することができる。 

 (思判表力) 学校生活をよりよく過ごすための課題解決に向けて、話し合いをすることができ

る。 

(学・人)学級活動や行事へ主体的に参加し、学び得たことを今後の生活に活かすことができる。 

学期 時数 単元・題材の目標 単元・題材の評価規準 単元・題材名 単元・題材の活動内容 

1
学
期 

１２ 

・新しい学級に慣れる。 

・個人目標を決める。 

・学級での自分の役割を

確認する。 

・遠足について振り返

る。 

 

・平和について考える。 

 

・実習先や就業体験の目

的を確認する。 

 

・１学期の振り返りを行

う。 

【知・技】 

・あいさつや返事ができ

る。 

・人の話を静かに聞くこ

とができる。 

・教室をきれいに清掃す

ることができる。 

【思・判・表】 

・各行事の目的や内容を

確認できる。 

・安全に気をつけて、活

動できる。 

・積極的に自分の考えを

発表できる。 

【主学】 

・主体的に授業に参加で

きる。 

・仲間と協力して活動で

きる。 

・学級開き 

・１学期個人

学級目標決め 

・学級係活動 

・春の遠足事

後学習 

・平和学習 

 

・就業体験事

前・事後学習 

・１学期を振

り返って 

・挨拶や自己紹介など 

・個人目標、学級目標を

話し合って決め、掲示物

作成を行う。 

・遠足の感想文を発表す

る。 

・平和学習で学んだこと

を振り返る。 

・キャリアパスポートを

使って、実習の振り返り

をする。 

・１学期を振り返りなが

ら、楽しかったことや学

んだことを発表する。 

2
学
期 

１４ 

・見通しを持って２学期

をスタートする。 

・運動会に向けて、意欲

的に活動をする。 

・自分の進路について考

える。 

・２学期の振り返りを行

う。 

・２学期の活

動計画、個人目

標決め 

・運動会 

・進路学習 

・２学期を振

り返って 

・２学期の行事を確認

する。 

・運動会に向けて、練

習や準備を行う。 

・進路講話の振り返り

を行う。 

・２学期を振り返り、

発表する。 

3
学
期 

９ 

・見通しを持って３学期

をスタートする。 

・過去の活動を振り返

り、１年間を振り返る。 

・進級後や卒業後の目標

を考える。 

・３学期の活

動計画、個人目

標決め 

・進級・卒業に

向けて 

・３学期の行事を確認

する。 

・１年間の振り返りを行

う。 

・今年度の反省と進級に

向けての抱負を発表す

る。 

時 随 ・学級の清掃を行う。  ・清掃 ・分担して清掃する。 



令和７年度 国語科 Ⅱ課程Ｂ 年間指導計画 

 

 

配当時数 生徒について 担当者 

７０ ３年  

年間目標  言葉による見方・考え方を働かせ、言語活動を通して、国語で理解し表現する資質・能

力を育成することを目指す。 

(知及技)日常生活に必要な国語について、その特質を知り使うことができるようにする。 

(思判表力)日常生活における人との関わりの中で伝え合う力を身に付け、思考力や想像

力を養う。 

(学・人)言葉で伝え合うよさを感じるとともに、言語感覚を養い、国語を大切にしてその

能力の向上を図る態度を養う。 

学期 時数 単元・題材の目標 単元・題材の評価規準 単元・題材名 単元・題材の活動内容 

1
・
２
学
期 

 

 

 

 

 

５２ 

 

 

 

 

 

 身近な人との会

話や読み聞かせを

通して、言葉には

物事の内容を表す

働きがあることに

気づくこと。 

【知識・技能】日常生活に

必要な身近な言葉が分か

り行動することができる。

【思考力・判断力・表現力

等】対象物に注意を向け、

対象物の存在に着目し、諸

感覚を協応させながら捉

えることができる。 

【主体的に取り組む態度】 

 言葉で表すことのよさを

感じ、言葉を使おうとする

態度を表すことができる。 

自己紹介 

絵本読み聞かせ

（季節、行事等） 

沖縄のことば 

ものの名前 

弁論大会に向け

て 

 

 

 

自己紹介をする。 

季節の絵本や行事

から関係する言葉

を学習する。 

短い文章を暗証す

る。 

沖縄の言葉につい

て学習する。 

ものの名前、場所、

活動を表す言葉を

学習する。 

 

  

３
学
期 

 

 

 

 

 

 

 

１８ 

 

 

 

 

 

身近な人との会話

や読み聞かせを通

して、言葉には物

事の内容を表す働

きがあることに気

づくこと。 

【知識・技能】日常生活に

必要な言葉を身に付ける

とともに、いろいろな言葉

に触れ親しむことができ

る。 

【思考力・判断力・表現力

等】言葉が表す事柄を想起

したり、受け止める力を養

い、人との関わりの中で自

分の思いを伝えようとす

ることができる。 

【主体的に取り組む態度】 

 教師の話しかけに表情や

身振りで反応することが

できる。 

絵本読み聞かせ

（季節、行事等） 

沖縄のことば 

ものの名前 

場所、行動を表す

言葉 

 

季節の絵本や行事

から関係する言葉

を学習する。 

沖縄の言葉につい

て学習する。 

ものの名前、場所、

活動を表す言葉を

学習する。 



令和７年度 社会 Ⅱ課程 B 年間指導計画 

 
 

配当時数 生徒について 担当者 

７０ ３年  

年間目標 (知及技)活動や体験の過程において自分自身や身近な人々、社会のよさに気づくとともに生活に必要な

習慣や技能を身につける。 

(思判表力)生活面など学んだこと自身で表現することができる。 

(学・人)自分の事に取り組んだり、身近な人々に働きかけ、意欲をもって学んだりすることができる。 

学期 時数 単元・題材の目標 単元・題材の評価規準 単元・題材名 単元・題材の活動内容 

1
学
期 

２４ ・必要な身辺処理がわかり 

身近な生活に役立てようと

すること。（知及技） 

・身近な生活に必要な身辺処

理に関する基礎的な知識や

技能を身につける。（思判表） 

・自分の事に取り組みなが

ら、身近な人々にも働きか

け、意欲をもって学ぶことが

できる。（学・人） 

・必要な身辺処理がわかり身近

な生活に役立てようとするこ

とができた。（知及技） 

・身近な生活に必要な身辺処理

に関する基礎的な知識や技能

を身につけることができた。

（思判表） 

・自分の事に取り組みながら、

身近な人々にも働きかけ、意欲

をもって学ぶことができた。

（学・人） 

自分のこと

は自分でや

ろう！ 

・教師の言葉かけに

より自分でやるべき

ことを意識して、見通

しを持って身辺処理

（トイレ、手すり歩

き、カバンの開け閉め

など）を行う。触るこ

と、教師の言葉を聞く

ことから活動を自分

事として受け止める

ような活動を行う。 

2
学
期 

２８ ・身近な日課や予定がわかり

教師の援助を求めながら日

課に沿って行動しようとす

ること。（知及技） 

・身近な日課や予定について

知る。（思判表） 

・自分の事に取り組みなが

ら、身近な人々にも働きか

け、意欲をもって学ぶことが

できる。（学・人） 

・身近な日課や予定がわかり教

師の援助を求めながら日課に

沿って行動できた。（知及技） 

・身近な日課や予定について知

ることができた。（思判表） 

・自分の事に取り取り組みなが

ら、身近な人々にも働きかけ、

意欲をもって学ぶことができ

た。（学・人） 

わくわく！

今から何す

る？ 

・教師の言葉かけや

クラスでの教師の話

から、午前中の流れや

一日の流れの具体物

を触りながら確認す

る。 

・未来を予想しなが

ら行動するような活

動を行う。 

3
学
期 

１８ ・身近な人を知り教師の援助

を求めながら挨拶や話など

をしようとすること。（知及

技） 

・身近な人との接し方などに

ついて知ること。（思判表） 

・身近な人々に働きかけ、意

欲をもって学ぶことができ

る。（学・人） 

・身近な人を知り教師の援助を

求めながら挨拶や話などがで

きた。（知及技） 

・身近な人との接し方などにつ

いて知ることができた。（思判

表） 

・身近な人々に働きかけ、意欲

をもって学ぶことができた。

（学・人） 

この人だれ

だ？話しか

け て み よ

う！ 

・校内のいろんな場

所に行き、教師の支援

をうけながら色んな

人と話を行う。 

・触ること、教師の言

葉を聞くこと、未来を

予想することなどこ

れまで学習してきた

ことを活かしながら

活動を行う。 



令和７年度 数学 Ⅱ課程Ｂ 年間指導計画 

 

 

配当時数 生徒について 担当者 

７０ ３年  

年間目標 

(知及技)数量や図形などについての基礎的・基本的な概念や性質などを理解し、日常の事象を数量や図

形との関連に気づいて処理する技能を身に付けるよう にする。 

(思判表力)日常の事象の中から数量や図形を捉える力、基礎的・基本的な数量や図形の性質などに気付

き感じ取る力、数学的な表現を用いて事象を簡潔・明瞭・的確に表したり目的に応じて柔軟に表したりす

る力を養う。 

(学・人)数学的活動の楽しさに気付き、関心や興味をもち、数学で学んだことを学習で活用したり、生活

の場面と結び付けたりしてよりよく問題を解決しようとする態度を養う。 

学期 時数 単元名 単元の目標 単元の活動内容 単元の評価規準 

1
学
期 

24 

数と計算 ・数に対する感覚を

養い，ものの有無

や数とその表現、

数の関係を楽し

みながら生活し

ようとする態度

を養う。 

・５個まで数えよう

（物の有無や１個・

２個・たくさん） 

・みんなに配ろう（物

と物との対応） 

・どっちが多い（数の

大小関係） 

 

【知・技】 

○ボールや積み木を使って、１個、２

個、たくさん、無しに気付くことが

できている。 

〇数を順番よく数え上げることがで

きる。 

【思・判・表】 

〇数のまとまりや数え方に気付くこ

とができている。 

○数詞と物との関係に注目すること

ができている。 

【主学】 

○関心を持って取り組もうとしてい

る。 

2
学
期 

28 

図形 ・身の回りのものの

形に注目し、同じ

形を捉えたり、形

の違いを捉えた

りする力を養う。 

・同じ形を探そう（い

ろんな図形） 

・型はめをしてみよう

（同じ形） 

・丸、三角、四角を探

そう（平面図形） 

・円柱、円錐、多角柱、

多角錐を探そう（立

体図形） 

【知・技】 

○ものの形ごとに分別することがで

きる。 

〇形を区別して、同じものを選ぶこと

ができる。 

〇同じものの集りを作ることができ

る。 

【思・判・表】 

○様々な情報から同質なものや類似

したものに気付くことができる。 

〇同じ形や同じ大きさを見つけて、型

にはめることができる。 

【主学】 

○図形に気付き、関心をもって取り組

もうとしている。 

○いろんな形があることに気付き、興

味を持って触察をしようとしてい

る。 

3
学
期 

18 

測定 ・身の回りにあるも

のの大小、重い軽

い、長い短いなど

の量の違いにつ

いての感覚を養

う。 

・量の違いを感じ、

量の大きさごと

に区別すること

ができる。 

・平均台を歩いてみよ

う（長い短い） 

・シーソーに乗ってみ

よう（重い軽い） 

・いろんなボール（大

きい小さい） 

【知・技】 

○大小や軽重、長短など、ものにはい

ろんな視点での違いがあることを

理解できる。 

【思・判・表】 

〇大きさや長さ、重さなど、いろんな

基準による違いによって区別する

ことができる。 

【主学】 

〇積極的に体験活動に参加して、もの

の違いを体で感じることで理解し

ようとしている。 

 



令和７年度 理科 Ⅱ課程 B 年間指導計画 

配当時数 生徒について 担当者 

７０ ３年  

年間目標 

(知及技) 自分自身、身近人々、社会・自然に関心を持つことができる。 

（思判表力）身の回りの様子に気付き、感じたことを伝えることができる。 

（学・人）自然を愛する心情を養い、学んだことを日常生活などに生かそうとする態度を養

う。 

学期 時数 単元・題材の目標 単元・題材の評価規準 単元・題材名 単元・題材の活動内容 

1
学
期 

24 

（知及技）身近なものや

道具、自然に興味をもっ

て関わる。工夫して遊ぶ

ことができる。 

（思判表力）自然に触れ

て、その美しさや不思議

さなどに気付く。自分の

感じたことを表現する。 

（学・人）感心を示すも

の(刺激)を増やす。心地

よく活動できる範囲を

広げる。 

(知・技）活動中の刺激に対
して声、動作(表情)等の変
化で反応している。 
 
 
 
(思･判･表)特定の刺激に対
して繰り返して同じ動作で
表現している。 
 
 
 
(主･学)特定の活動、刺激を
何らかの行動で要求してい
る。 

・科学に関す
る 新 聞 記事
の 音 読 を聞
く 
・校庭散策 
・沖縄の生物
の 鳴 き 声を
聞く 
・植物を育て
る 
・育てた野菜
を食べる 

・科学に関する新聞記

事の音読を聞く。 

・沖縄の生物の鳴き声

を聞いて楽しむ。 

・実際に身近な自然を

体験する。校庭で植物

に触れたり匂いをかい

だりする活動を行う。 

・植物の栽培を行う。

プランターに土の準

備、苗植え、水やりを

一緒に行う。 

・気温や天気、季節の

変化に気付く活動をす

る。 

・生徒の反応に気を配

り、注視する。 

2
学
期 

28 

(知及技）身の回りの生

命や自然、ものの仕組み

を感じ、状況の変化に関

心を持つ。 

(思判表力)身の回りの

生命や自然、ものについ

て気付き伝えようとす

る。 

(学･人)感心を示すもの

(刺激)を増やす。心地よ

く活動できる範囲を広

げる。 

(知・技）活動中の刺激に対
して声、動作(表情)等の変
化で反応している。 
 
 
 
(思･判･表)活動中の刺激に
応じて異なる動作で表現し
ている。 
 
 
(主･学)活動に対して好適
な反応(表現等)を示してい
る。 

・校庭散策 
・ 麦 茶 を作
り、配る 
・魚釣りゲー
ムで遊ぶ 

・実際に身近な自然を

体験する。校庭で植物

に触れたり匂いをかい

だりする活動を行う。 

・気温や天気、季節の

変化に気付く活動をす

る。 

・温度が違う物質(お

湯、水、氷)で麦茶を作

り、人と接する活動を

行う。 

・磁石、ヒモ、棒、竹

など手触りの違うもの

を使って魚釣りゲーム



 

を作り、人と接する活

動をする。 

・生徒の反応に気を配

り、注視する。 

3
学
期 

18 

(知及技）身の回りの生

命や自然、ものの仕組み

を感じ、状況の変化に関

心を持つ。 

(思判表力)身の回りの

生命や自然、ものについ

て気付き伝えようとす

る。 

(学･人)感心を示すもの

(刺激)を増やす。 

心地よく活動できる範

囲を広げる。 

(知・技）活動中の刺激に対
して声、動作(表情)等の変
化で反応している。 
 
 
 
(思･判･表)活動中の刺激に
応じて異なる動作で表現し
ている。 
 
 
 
(主･学)活動に対して好適
な反応(表現等)を示してい
る。 

・校庭散策 
・心臓の音を
聴こう 

・実際に身近な自然を

体験する。校庭で植物

に触れたり匂いをかい

だりする活動を行う。 

・気温や天気、季節の

変化に気付く活動をす

る。 

・自分の体、他の人の

体に関する活動をす

る。(体を触る、動かす、

音を聞く等)を通して、

人と接する。 

・生徒の反応に気を配

り、注視する。 



令和７年度 音楽 Ⅱ課程Ｂ 年間指導計画 

配当時数 生徒について 担当者 

１０５ ３年  

年間目標 

(知及技)様々な音楽活動を通して、創意工夫を生かした音楽表現をするために必要な技

能を身に付けるようにする。 

(思判表力)音楽のよさや美しさを自分なりに感じ、音楽を味わって聴くことができるよ

うにする。 

(学・人)音楽活動の楽しさを体験し、音楽文化に親しみ、音楽によって生活を明るく豊

かにしていく態度を養う。 

学期 時数 単元・題材の目標 単元・題材の評価規準 単元・題材名 単元・題材の活動内容 

1
学
期 

36 

・伴奏に合わせて発声

することができる。 

・フレーズごとに歌詞

を覚え歌うことができ

る。 

・いろいろな楽器に親

しむ。 

・音楽に合わせ演奏す

ることができる。 

・教師と一緒に楽しく

身体表現ができる。 

【知識・技能】 
・音や音楽を感じて声や
楽器の音を出したり、体を
動かしたりすることがで
きる。 
・範唱や範奏を聴いて，曲
の一部分を歌や楽器で演
奏することができる。 
・身近な人の演奏を見た
り聴いたりしながら、好き
な音色や楽器の音を見つ
けることができる。 
【思考力・判断力・表現力】 
・好きな歌ややさしい旋
律の一部分を自分なりに
歌おうとすることができ
る。 
・身近な打楽器などに親
しみ音を出そうとするこ
とができる。 
【主体的に取り組む態度】 
・音や音楽に関心を持ち、
主体的・協働的に表現及び
鑑賞の活動に取り組むこ
とができる。 

・歌唱 
あくびの歌 
校歌 
浜辺の歌 
月桃 
さとうきび
畑他 
・器楽 
手拍子リレ
ー 
きらきら星
変奏曲 
パッヘルベ
ルのカノン 
他 
・身体表現 
ボディパー
カッション 
・鑑賞 

・口形や呼吸、姿勢を

確認しながら正しい

発声で歌う。 

・歌詞の内容や曲の

雰囲気との関連につ

いて気付いたことを

発表する。 

・いろいろな楽器の

演奏を体験し、得意な

楽器を見つける。 

・いろいろなリズム

や速度で演奏する。 

・範唱、範奏を聴き練

習する。 

・曲を聴いて感じた

ことを発表する。 

2
学
期 

45 

・郷土の音楽や様々な

ジャンルの音楽に親し

む。 

・フレーズごとに歌詞を

覚え歌うことができる。 

・いろいろな楽器の奏

法を経験する。 

・担当する楽器を意識

し、協働して合奏するこ

とができる。 

・音楽を聞きながら友

達や教師との触れ合い

【知識・技能】 
・音や音楽を感じて声や
楽器の音を出したり、体を
動かしたりすることがで
きる。 
・範唱や範奏を聴いて，曲
の一部分を歌や楽器で演
奏することができる。 
・楽器の音色の違い、リズ
ム，速度や強弱の違いに気
付き演奏することができ
る。 
・身近な人の演奏を見た
り聴いたりしながら、好き
な音色や楽器の音を見つ
けることができる。 
【思考力・判断力・表現力】 
・好きな歌ややさしい旋
律の一部分を自分なりに

・歌唱 
夏の思い出 
エーデルワ
イス 
アメイジン
ググレイス 
他 
・器楽 
カルメン前
奏曲 
ラデッキー
行進曲 
他 
・身体表現 
リトミック 
・鑑賞 

・伴奏の雰囲気に合

った発声で歌う。 

・音程や歌詞の情景

をイメージしながら

歌う。 

・いろいろな楽器の

奏法を体験する。 

・強弱を意識し、いろ

いろなリズムや速度

で演奏する。 

・友達と音を合わせ

て演奏する。 



 

を楽しむ。 歌おうとすることができ
る。 
・身近な楽器などに親し
み音を出そうとすること
ができる。 
【主体的に取り組む態度】 
・音や音楽に関心を持ち、
主体的・協働的に表現及び
鑑賞の活動に取り組むこ
とができる。 

・範唱、範奏を聴き練

習する。 

・曲を聴いて感じた

ことを発表する。 

3
学
期 

24 

・ミュージックコンサ

ートに向け協働して取

り組む。 

・音楽を通して季節の

歌を知り、情趣を味わ

う。 

・楽器に触れ奏法を体

験する。 

【知識・技能】 
・音や音楽を感じて声や
楽器の音を出したり、体を
動かしたりすることがで
きる。 
・範唱や範奏を聴いて，曲
の一部分を歌や楽器で演
奏することができる。 
・楽器の音色の違い、リズ
ム，速度や強弱の違いに気
付き演奏することができ
る。 
・身近な人の演奏を見た
り聴いたりしながら、好き
な音色や楽器の音を見つ
けることができる。 
【思考力・判断力・表現力】 
・好きな歌ややさしい旋
律の一部分を自分なりに
歌おうとすることができ
る。 
・身近な楽器などに親し
み音を出そうとすること
ができる。 
【主体的に取り組む態度】 
・音や音楽に関心を持ち、
主体的・協働的に表現及び
鑑賞の活動に取り組むこ
とができる。 

・ミュージッ
クコンサー
ト 
・歌唱 
卒業式のう
た 
・器楽 
日本の楽器
に触れてみ
よう 
管打楽器に
触れてみよ
う 
・鑑賞 

・練習したことを発

表する。 

・友達の演奏を聴き

感じたことを発表す

る。 

・いろいろな楽器に

触れ、工夫して演奏す

る。 

・曲想や歌詞の内容

とのつながりについ

て考える。 



令和 7年度 美術 Ⅱ課程 B 年間指導計画 

 

 

配当時数 生徒 担当者 

１０５ ３年  

年間目標 

小 ２段階 

(知及技)さまざまな素材に触れて、特性や変化を理解する。 

(思判表力)握る、ならべる、など造形の基礎的な活動の中で表現する。 

(学・人)自分から素材に触れるなど、主体的に活動に取り組むことができる。 

学期 
時

数 

単元・題材の目

標 
単元・題材の評価規準 単元・題材名 単元・題材の活動内容 

１
学
期 

22 

体験したことを

表現する。 

【知・技】好きな素材を選択し、ポスタ

ーを作ることができたか。 

【思・判・表】体験したことを表現する

ことができたか。。 

【主学】主体的に活動に取り組むことが

できたか。 

ポスター制作 ・フロアバレーを体験 

・ポスター制作 

2
学
期 

22 

粘土を使った造

形 を す る な か

で、素材と関わ

る。 

【知・技】土や粘土に触れて素材を理解

できたか。 

【思・判・表】土を使って、造形物を作

ることができたか。 

【主学】主体的に活動に取り組むことが

できたか。 

粘土での造形 ・泥に触れる 

・粘土作り 

・土器作り 

８ 

様々な素材を組

み合わせ、ポス

ターを作る 

【知・技】様々なものに触れ、違いを理

解できたか。 

【思・判・表】好きな素材を選択し、ポ

スターを作ることができたか。 

【主学】主体的に活動に取り組むことが

できたか。 

ポスター制作 ・いろんな素材に触れる 

・ポスターの制作 

・掲示 

3
学
期 

18 

コミュニケーシ

ョンをしながら

表 現 活 動 を 行

う。 

【知・技】みんなで制作することを理解

して取り組むことができたか。 

【思・判・表】周りの制作にも興味を持

ち、自分の制作と関連付けることができ

たか。 

【主学】共同制作をする中で、主体的に

コミュニケーションをとることができ

たか。 

卒業式装飾 ・共同で作品を作ってい

く 

・舞台への装飾 



令和７年度 保健体育 Ⅱ課程 B 年間指導計画 

配当時数 生徒について 担当者 

１０５ ３年  

年間目標 

(知・技) 教師の支援を受けながら、楽しく基本的な運動ができるようにするとともに、健康な生

活に必要な事柄ができるようにする。 

(思・判・表)基本的な運動に慣れ、その楽しさや感じたことを表現できるようにするとともに、健

康な生活に向け、感じたことを他者に伝える力を養う。 

 (学・人)簡単な合図や指示に従って、楽しく運動をしようとしたり、健康に必要な事柄をしよう

としたりする態度を養う。  

学期 時数 単元・題材の目標 単元・題材の評価規準 単元・題材名 単元・題材の活動内容 

1
学
期 

36 

〇体つくり運動 

・教師の支援を受

けながら、楽しく基

本的な体つくり運

動ができる 

・体つくり運動に

慣れ、その楽しさや

感じたことを表現

することができる。 

・簡単な合図や指

示に従って、楽しく

基本的な体つくり

運動をしようとす

る。 

 

 

〇水泳 

・教師の支援を受

けながら、楽しく水

の中で運動し、その

楽しさや感じたこ

とを表現すること

ができる。 

・簡単な合図や指

示に従って、水のな

かでの基本的な運

動ができる。 

【知・技】 

・各種の運動の楽しさを感

じることができたか。また、

簡単な動きができたか。 

【思・判・表】 

・自己の気持ちを合図や反

応などで他者に伝えること

ができたか。 

【主学】 

・合図や言葉かけに応じて、

基本的な体つくり運動をす

ることができたか。 

 

 

 

 

【知・技】 

・楽しく水の中で基本的な

運動ができたか。 

【思・判・表】 

・水泳の楽しさや感じたこ

とを表現することができた

か。 

【主学】 

・簡単な指示や合図を聞き

安全に水の中での運動がで

きたか。 

 

ラジオ体操(準備

体操) 

５分間走×２ 

体ほぐし運動 

(ボディーイメー

ジ) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

準備体操 

水かけ 

水中を歩く 

もぐる 

浮く 

・伸び伸びとした動作で

用具などを用いた運動

を行う 

・教師が体の部位や力の

入れ方、動作を伝え、体

の動かし方を伝える。 

・動作や人数などの条件

を変えて，歩いたり走っ

たりする運動を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・水をすくって体の様々

な部分にかけたり，様々

な方向に飛ばしたり，友 

達や教師とかけ合った

りする。 

・補助具や友達につかま

り，体を伸ばした姿勢に

して浮いて進む。 

 



2
学
期 

42 

〇ダンス 

・ダンスの楽しさ

や喜びに触れ、音楽

に合わせて楽しく

踊ることができ、そ

の楽しさや感じた

ことを表現するこ

とができる。 

・きまりを守り、仲

間とともに安全に

活動することがで

きる。 

〇球技 

・教師の支援を受

けながら、楽しくボ

ールを使った運動

やゲームができ、そ

の楽しさを表現す

ることができる。 

・きまりを守り、仲

間とともに安全に

活動することがで

きる。 

 

【知・技】 

・音楽に合わせて、楽しく踊

ることができたか。 

【思・判・表】 

・楽しみ方を工夫し、楽しさ

や感じたことを表現するこ

とができたか。 

【学・人】 

・きまりを守ることができ

たか。・仲間と協力して安全

に活動することができた

か。 

【知・技】 

・基本的な動きを身に付け

ることができたか。 

・楽しくボールを使った運

動やゲームをすることがで

きたか。 

【思・判・表】 

・運動やゲームに慣れ、楽し

さや感じたことを表現する

ことができたか。 

【学・人】 

・きまりを守ることができ

たか。・安全に気を付けるこ

とができたか。 

・創作ダンス 

・フォークダンス 

・エイサー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基本的なボール操

作(さまざまな道

具を使う) 

 

簡易ゲーム 

・緩急強弱のある動きや

場面転換などで，変化を

つけたひと流れの動き

を行う 

・歩く、腕を振る、跳ぶ 

などの動きをリズムに

合わせて行う。 

・日本の民謡や外国の踊

りのそれぞれの踊り方

の特徴を学ぶ。 

・音楽に合わせて特徴的

なステップや動きと組

み方で踊る。 

 

 

・ボールや道具(ラケッ

ト、バッド、クラブなど)

の形状を確かめる。 

・ボールを転がす 

・ボールを手で止める。 

・仲間とキャッチボール 

・ボールを投げる。 

・ボールを打つ。 

 

 

・簡単なルールでゲーム

を行う。 

3
学
期 

27 

〇球技(ビーンボウ
リング) 

・教師の支援を受

けながら、楽しくボ

ールを使った運動

やゲームができ、そ

の楽しさを表現す

ることができる。 

・きまりを守り、仲

間とともに安全に

活動することがで

きる。 

 

【知・技】 

・楽しくボールを使った運

動やゲームをすることがで

きたか。 

【思・判・表】 

・運動やゲームに慣れ、楽し

さや感じたことを表現する

ことができたか。 

【学・人】 

・きまりを守ることができ

たか。・安全に気を付けるこ

とができたか。 

基本的な用具操作 

 

 

 

 

 

操作方法 

 

 

簡易ゲーム 

・レール、ピンセット、

ボールの形状を確かめ

る。 

・ピンセットの使い方を

知る。 

 

・ボールを転がすタイミ

ングを知る。 

 

・簡単なルールでゲーム

を行う。 



令和７年度  職業 Ⅱ課程 B 年間指導計画 

 

 

配当時数 生徒について 担当者 

７０  3 年  

年間目標 

(知及技) 職業に関する事柄について知るとともに、職業生活に係る技能を身に付ける。 

(思判表力) 職業に必要な事柄に触れ、自己の気持ちや学習したことを伝えることができる。 

(学・人) 仲間と協力して作業や実習等で達成感を得ること。 
学期 時数 単元・題材の目標 単元・題材の評価規準 単元・題材名 単元・題材の活動内容 

1
学
期 

24 

【知及技】 

作業を通して、道

具の使い方や作業

動作を知る。 

【思判表力】 

作業に当たり安全

について気付くこ

とができる。感じ

たことを表現する

ことができる。 

【学・人】 

仲間と協力して活

動に取り組み、達

成感を得る。 

【知・技】 

道具の使い方がわかる。 

作業動作がわかる。 

 

【思・判・表】 

好き、苦手などの表現がで

きる。 

教師の言葉かけに応じて、

力の調整や危険回避がで

きる。 

【主学】 

仲間と協力して働くこと

の喜びを知ろうとしてい

る。 

・清掃活動 

・運搬活動 

・生産活動 

（ぽち袋作り等） 

（新聞折り） 

・学校図作り 

・リクエスト BOX 作り 

・ゴミ回収 

・手すり拭きや机拭き

等 

・新聞折り 

・ポチ袋づくり 

・プラ板作り 

2
学
期 

32 

【知及技】 

作業を通して、道

具の使い方や作業

動作を知る。 

【思判表力】 

作業に当たり安全

について気付くこ

とができる。感じ

たことを表現する

ことができる。 

【学・人】 

仲間と協力して働

くことができる。 

【知・技】 

道具の使い方がわかる。 

作業動作がわかる。 

 

【思・判・表】 

好き、苦手などの表現がで

きる。 

教師の言葉かけに応じて、

力の調整や危険回避がで

きる。 

【主学】 

仲間と協力して働くこと

の喜びを知ろうとしてい

る。 

・清掃活動 

・運搬活動 

・生産活動 

（ぽち袋作り等） 

（新聞折り） 

・ゴミ回収 

・手すり拭きや机拭き

等 

・新聞折り 

・ポチ袋づくり 

・プラ板作り 

3
学
期 

14 

【知及技】 

作業を通して、道

具の使い方や作業

動作を知る。 

【思判表力】 

作業に当たり安全

について気付くこ

とができる。感じ

たことを表現する

ことができる。

【学・人】 

仲間と協力して働

くことの喜びを得

る。 

知・技】 

作業を通して、働くことを

知る。 

 

【思・判・表】 

好き、苦手などの表現がで

きる。 

教師の言葉かけに応じて、

力の調整や危険回避がで

きる。 

【主学】 

仲間と協力して働くこと

の喜びを知ろうとしてい

る。 

・ゴミ回収 

・運搬活動 

・清掃活動 

・生産活動 

（ぽち袋作り等） 

（新聞折り） 

・ゴミ回収 

・手すり拭きや机拭き

等 

・新聞折り 

・ポチ袋づくり 

・プラ板作り 



令和７年度 家庭 Ⅱ課程 B 年間指導計画 

 

 

配当時数 生徒について 担当者 

70 ３年  

年間目標 

(知及技)家族・家庭の機能について理解し、生活の自立に必要な家族・家庭，衣食住，消費や環境等につい

ての基礎的な理解を図るとともに、それらに係る技能を身に付けるようにする。  

（思判表力）家庭や地域における生活の中から問題を見いだして課題を設定し、解決策を考え、実践を評

価・改善し、考えたことを表現するなど、課題を解決する力を養う。 

（学・人）家族や地域の人々との関わりを通して、よりよい生活の実現に向けて、生活を工夫し考えようと

する実践的な態度を養う。 

学期 時数 単元・題材の目標 単元・題材の評価規準 単元・題材名 単元・題材の活動内容 

1
学
期 

24 

・自分の成長と家族

や家庭生活の関わ

り、地域の人々との

協力の大切さがわか

る。 

・家族や地域の人と

のよい関わりについ

て考え、工夫するこ

とができる。 

・健康管理や余暇の

有効な過ごし方につ

いて、考えることが

できる。 

・乳幼児や高齢査に

興味を持つ。 

【知・技】 

自分や自分を支える家族、地域

の人々との関わりについて基

本的な知識や技能を身に付け

ている。 

【思・判・表】 

自分や自分を支える家族、地域

の人々との関わりについて課

題に気づき、解決方法を考えて

いる。 

【主学】 

自分や自分を支える家族、地域

の人々との関わりをよりよい

ものにしていくために行動し

ようとしている。 

 

○家族・家庭生活 

・自分の成長と家族 

・家庭生活での役割

と地域との関わり 

・家庭生活における

健康管理と余暇 

・乳幼児の生活 

・高齢者の生活 

・どんな人たちに支えられ

て人生を歩んできたのか、

今までの自分を振り返る。 

・家庭生活が家族の協力に

よって成り立っていること

に気づかせ、家庭生活で自

分が果たす役割について考

える。 

・食事や睡眠と健康の関係

についてデータ等をもとに

知らせ、さまざまな余暇の

過ごし方を体験する。 

・身近な乳幼児や高齢者を

思い出させ、どのように適

切な関わり方を考える。 

2
学
期 

28 

・自分に必要な栄養

素の種類と働きがわ

かる。 

・基礎的な日常食の

調理が適切にでき

る。 

・食品や調理用具を

安全と衛生に留意し

て、使用することが

できる。 

・被服の材料や状態

に応じて、日常着を

適切に手入れするこ

とできる。 

・布を用いた簡単な

小物の製作をするこ

とができる。 

【知・技】 

食生活や衣生活についての基

本的な知識や技能を身に付け

ている。 

【思・判・表】 

食生活や衣生活についての課

題に気づき、解決方法を考えて

いる 

。 

【主学】 

食生活や衣生活をよりよいも

のにしていくために行動しよ

うとしている。 

 

○衣食住の生活 

・必要な栄養を満た

す食事 

・日常食の調理 

・衣服の手入れ 

・布を用いた製作 

 

・生活の中で食事が果たす

役割を考え、身近な食材を

五大栄養素別に分類する。 

・いろいろな食材を触り、

用途に応じた選び方を体験

する。 

・電子レンジやケトルを使

った簡単な調理実習を行

う。 

・いろいろな種類の服を用

意し、テーマに応じて、組み

合わせを考える。 

・汚れの種類に応じた洗剤

の選び方や手入れ・保管方

法を体験する。 

・手縫いやミシン縫いで簡

単な被服実習を行う。 

3
学
期 

18 

・住居の基本的な機

能を理解し、住空間

の安全や快適さにつ

いて考えることがで

きる。 

・購入・支払い方法の

種類や特徴を知り、

生活に活かすことが

できる。 

・消費生活が環境や

社会に及ぼす影響を

考えることができ

る。 

【知・技】 

住生活や消費生活についての

基本的な知識や技能を身に付

けている。 

【思・判・表】 

住生活や消費生活についての

課題に気づき、解決方法を考え

ている。 

【主学】 

住生活や消費生活をよりよい

ものにしていくために行動し

ようとしている。 

○衣食住の生活 

・住居の基本的な機

能と快適で安全な住

まい方 

○消費生活・環境 

・消費生活 

・消費者の基本的な

権利と責任 

 

・家族の生活と住空間との

関わりを知り、快適で安定

した住空間について考え

る。 

・自分の生活の振り返り、

出入りしているお金にはど

のようなものがあるかを考

える。 

・学校周辺のスーパーに足

を運び、セルフレジや電子

マネーの使い方等、いろい

ろな方法で買い物を行う。 



令和７年度 外国語 Ⅱ課程 B 年間指導計画 

 

 

配当時数 生徒について 担当者 

35 ３年  

年間目標 

(知及技)外国語を用いた体験的な活動を通して、外国語の音声に慣れ親しむことができる。 

(思判表力) 身近で簡単な事柄について、外国語に触れる。 

(学・人) 外国語を通して、外国の文化などに触れながら、言語への関心を高め、コミュニケーションを図ろ

うとすることができる。 

学期 時数 単元・題材の目標 単元・題材の評価規準 単元・題材名 単元・題材の活動内容 

1
学
期 

12 

【知及技】 

英語の基本的な表現

に慣れ親しむ。 

【思判表力】 

英語での挨拶に身振

りや発声などで応え

ることができる。 

【学・人】 

自分なりの方法で、コ

ミュニケーションを

図ることができる。 

【知・技】 

英語の歌や身近な単語などに

慣れ親しんでいる。 

【思・判・表】 

英語での挨拶に身振りや発声

など自分なりの方法で応えて

いる。 

【主学】 

身振りや発声を通してコミュ

ニケーションを図ろうとして

いる。 

・英語の歌 

 

 

・Hello, Good bye 

・Thank you, 

I’m sorry 

 

・英語の歌を聞く。 

・身近な単語や基本的な表

現を知る。 

・教師や友達と挨拶する。 

・英語の歌を聞く。 

 

2
学
期 

14 

【知及技】 

英語の様々な表現に

慣れ親しむ。 

【思判表力】 

教師と一緒に、好き

なものを英語で表現

する。 

 

【学・人】 

英語でコミュニケー

ションを図ることが

できる。 

【知・技】 

英語の様々な表現に慣れ親し

んでいる。 

【思・判・表】 

教師と一緒に、身振りなどを交

えて好きなことを表現してい

る。 

 

【主学】 

相槌を打つ、ジェスチャーをす

るなどして英語でのコミュニ

ケーションを図ろうとしてい

る。 

・Sunday,  

Monday・・・ 

・January, 

February･･･ 

・sunny, 

cloudy,･･･ 

・ one, two, 

three・・・ 

・big, small・・・ 

・I like～ 

 I don’t like～ 

・曜日の表現、歌。 

 

・1月から 12 月の表現、歌。 

 

・天気の表現、歌。 

 

・数の表現、歌。 

・大きさや形の表現、歌。 

・好きなものや苦手なもの

の表現。 

3
学
期 

9 

【知及技】 

英語の様々な表現が

示す内容に慣れ親し

む。 

【思判表力】 

自分の気持ちを、身

振りなどを交えなが

ら表現できる。 

【学・人】 

自分なりの方法でコ

ミュニケーションを

図ることができる。 

【知・技】 

英語の様々な表現が示す内容

を聞く。 

 

【思・判・表】 

教師と一緒に、身振りや発声を

交えながら自分の気持ちを表

現しようとしている。 

【主学】 

身振りや発声を交えて、英語で

のコミュニケーションを図ろ

うとしている。 

・I’m happy, 

 I’m tired. 

・I want to～, 

 I don’t want to～ 

 

・教師と一緒に、自分の気

持ちや状態を表現する。 

・教師と一緒に、身振りや

発声を交えながら自分のや

りたいこと、やりたくない

ことを伝える。 



学
期

時
数 単元・題材の目標 単元・題材の評価規準 単元・題材名 単元・題材の活動内容

2

・時と場をわきまえて、礼儀正し
く真心をもって接する。
・誰に対しても思いやりの心を持
ち、相手の立場に立って親切にす
る。

・時と場合に応じた挨拶がどのよ
うな挨拶か考えている。

・新学期を迎えて
・時と場に応じた適切な挨拶や言葉遣い、態度に
ついて学習する。
・学級内での個々の役割を決める.

2
・自分の意見・考えを発表し、他
人の話を聞くことができる。

・学級内で協力するにあたって、
自分の意見をもち、発表しようと
したり、他人の話に耳を傾けたり
している。

・大切な仲間 ・学級で協力し合う事柄について話し合う。

2

・仲間を大切にし、学ぶ姿勢を身
につける。
・学級の一員として、自己の役割
をきちんと果たす。

・仲間を大切にする姿勢を身につ
けようとしている。
・学級での自分の役割を把握し、
それらに主体的に取り組もうとし
ている。

・自己の役割と他者との協
力

・計画を立てて行動する習慣について話し合う。

2
・日頃の生活を通して家族への感
謝の心をもつ。

・日頃の生活を振り返って、家族
への感謝の気持ちを言葉にしてい
る。

・思いやりと感謝の心
・家族に対して思いやりと感謝の気持ちを持ち、
カードなどで感謝のメッセージを書く。

2
・時間の大切さを知り、時間の見
通しをもって行動できる。

・時間の大切さについて考えてい
る。

・時間の大切さ
・時間を効率的に使うことの大切さについて話し
合う。

1
・過去・現在から戦争の悲惨さを
知り、平和を望む心をもつ。

・沖縄戦の学習に取り組み、戦争
の悲惨さについて自分の考えを
持っている。

・平和講話 ・沖縄戦について学習する。

1
・自分の夏休みの生活に関心をも
つ。

・自分の夏休みの計画を考えてい
る。

・夏休みを前に
・夏休みの過ごし方について、個々の計画を語
る。

令和７年度　道徳科　Ⅱ課程Ｂ　年間指導計画

担当者配当時数 生徒

35 ３学年

年間目標

・人との関わりの中で、道徳的な価値に気づいたり、感じたりして、よりよく人と関わるための道徳的な判断力、心
情、実践意欲と態度を育む。
・身近な人々と協力して、互いの理解を深め、協力し合う心を育てる。
・個性を生かし 社会の形成に参画する意欲や態度を養う。

1
学
期



4

・お互いの個性を認めることを知
る。
・高齢者や目上の人たちへの尊敬
の意をもつ。

・相手の長所を見つけお互いの個
性を認めようとしている。

・人権とは何か
・相手の長所をみつけながら関わることを学習す
る。
・新聞などの記事を読んで考える。

4
・学級の一員として、自己の役割
をきちんと果たす。

・学級の一員として、自己の役割
を果たすためにすべきことを知ろ
うとしている。

・自己の役割と他者との協
力

・各自のやるべき事を意識し、自ら行動できる。

4 ・働くことの大切さを知る。
・身近な家族に働くことのインタ
ビューをして、働くことの大切さ
を言葉にしている。

・勤労の喜びと感謝の心
・働く人々にインタビューし、働くことの大切さ
や難しさを知る。

3
・健康な心と体のについて考え、
リラックスできる時間をつくるこ
との大切さを知る。

・健康な心と体について考え、リ
ラックスできる時間を見つけよう
としている。

・生命の尊さを知ろう

・高校生として必要な心と体の健康に関する知
識。ストレス解消法などを知る。
・バランスのとれた食生活について学習する。栄
養などについて考える。

3
・自分と関わる周辺の人たちにつ
いて語る。

・自分とかかわる人々を通して、
自分自身が社会でできることを考
えている。

・自己を見つめて
・自ら積極的に社会参加するために、自分に関わ
る。周辺の人たちの働きを知る。

3
・心のこもった対応の大切さを知
り、誰に対しても心を込めて接す
る態度を養う。

・心のこもった対応の大切さを知
り、積極的に挨拶をしようとして
いる。

・礼儀正しさについて ・あいさつや接客についての学習をする。

2
・一年間を振り返って自己の成長
を知る。

・一年間の自分の成長を言葉にし
ている。

・自己の成長
・４月の自分と今の自分を比較し、成長を感じ
る。

留意点
引継ぎ等

２
学
期

３
学
期



令和７年度 LHR Ⅱ課程Ｂ 年間指導計画 

 

 

配当時数 生徒 担当者 

３５ ３年  

年間目標 
（知及技) (思判表力)学級の活動を通して与えられた役割に責任を持てるようにする。 

（学・人)友達や教師と一緒に様々な行事に参加する中で、協働する力を身につける。 

学期 時数 単元・題材の目標 単元・題材の評価規準 単元・題材名 単元・題材の活動内容 

1
学
期 

１ 

 

２ 

 

 

２ 

 

２ 

 

４ 

 

 

１ 

・新しい学級に慣れる。 

 

・個人目標、学級目標を

決める。 

 

・学級での自分の役割

を確認する。 

・校内外を散策し、環境

把握する。 

・実習先や校内実習に

ついて確認する。 

 

・１学期の振り返りを

行う。 

【知識・技能】 

①あいさつができる。 

②教師や仲間の話を静

かに聞ける。 

③教室等をきれいにで

きる。 

 

【思考・判断・表現力】 

①各行事の内容を確認

できる。 

②安全に気をつけて活

動できる。 

③積極的に発表でき

る。 

 

【主体的に学習に取り

組む態度】 

①主体的に授業に参加

できる。 

②仲間と協力して活動

できる。 

 

学級開き 

 

個人･学級 

   目標 

学級係活動 

 

校内･校外 

   探検 

就業体験事

前・事後学習 

 

１学期を振り

返って 

・あいさつ、自己紹介な

どを行う。 

・個人目標、学級目標を

話し合って決め、掲示

物作成を行う。 

・学級での係活動を確

認し、分担する。 

・各教室や学校の周辺

などを確認する。 

・日程や活動内容を確

認する。 

・実習のしおりを使っ

て、実習の振り返りを

する。 

・１学期を振り返りな

がら、楽しかった事等

を発表する。 

2
学
期 

２ 

 

８ 

 

３ 

 

２ 

・見通しを持って２学

期をスタートする。 

・運動会に向けての準

備、活動をする。 

・修学旅行に向けて。 

・２学期の振り返りを

行う。 

２学期の活動

計画 

運動会 

 

修学旅行 

 

２学期の振り

返り 

・２学期の行事確認を

する。 

・運動会の練習、準備

など。 

・修学旅行に向けて事

前学習を行う。 

・２学期を振り返る。 

3
学
期 

３ 

 

３ 

２ 

・見通しを持って３学

期をスタートする。 

・高校生活３年間を振

り返る。 

・卒業後の心構えを考

える。 

３学期の活動

計画 

１年の振り返

り 

卒業に向けて 

清掃 

・３学期の行事確認を

する。 

・アルバム整理や一年

を振り返り、思い出を

発表する。 

・高校生活３年間を振

り返り、卒業後の抱負

を発表する。 

時 随 

・学級の清掃を行う。  ・清掃 ・掃除機や机拭き、モ

ップなどを行う。 


